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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置と通信する端末装置であって、
　前記基地局装置からの上位層のシグナリングによりＳＰＤＳＣＨ設定を設定する上位層
処理部と、
　前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定される１つ以上のＳＰＤＳＣＨ候補の全てに対し
て受信処理を行い、ＳＰＤＳＣＨを受信する受信部と、
　前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定されるリソースを用いて、前記ＳＰＤＳＣＨに対
する応答情報を報告する送信部と、を備え、
　前記ＳＰＤＳＣＨが正しく受信される場合、前記応答情報は報告され、前記ＳＰＤＳＣ
Ｈが正しく受信されない場合、前記応答情報は報告されない、端末装置。
【請求項２】
　前記受信部は、前記ＳＰＤＳＣＨ設定が設定されない場合、ＰＤＳＣＨを受信し、
　前記ＳＰＤＳＣＨのマッピングに用いられるリソースのシンボル数は、前記ＰＤＳＣＨ
のマッピングに用いられるリソースのシンボル数よりも少ない、請求項１に記載の端末装
置。
【請求項３】
　前記ＰＤＳＣＨのマッピングに用いられるリソースのシンボル数は予め規定され、前記
ＳＰＤＳＣＨのマッピングに用いられるリソースのシンボル数は前記ＳＰＤＳＣＨ設定に
基づいて設定される、請求項２に記載の端末装置。
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【請求項４】
　前記受信部は、前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定されるＳＰＤＳＣＨのスケジュー
リングを有効にするための制御情報を含むＰＤＣＣＨを受信し、
　前記受信部は、前記制御情報が検出される場合、前記受信処理を開始する、請求項１に
記載の端末装置。
【請求項５】
　前記受信部は、前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定されるＳＰＤＳＣＨのスケジュー
リングをリリースするための制御情報を含むＰＤＣＣＨを受信し、
　前記受信部は、前記制御情報が検出される場合、前記受信処理を停止する、請求項１に
記載の端末装置。
【請求項６】
　端末装置と通信する基地局装置であって、
　前記端末装置に対して、上位層のシグナリングによりＳＰＤＳＣＨ設定を設定する上位
層処理部と、
　前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定される１つ以上のＳＰＤＳＣＨ候補のいずれかに
マッピングされるＳＰＤＳＣＨを送信する送信部と、
　前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定されるリソースを用いて送信される、前記ＳＰＤ
ＳＣＨに対する応答情報の報告を受信する受信部と、を備え、
　前記ＳＰＤＳＣＨが正しく受信される場合、前記応答情報は報告され、前記ＳＰＤＳＣ
Ｈが正しく受信されない場合、前記応答情報は報告されない、基地局装置。
【請求項７】
　前記送信部は、前記ＳＰＤＳＣＨ設定が設定されない場合、ＰＤＳＣＨを送信し、
　前記ＳＰＤＳＣＨのマッピングに用いられるリソースのシンボル数は、前記ＰＤＳＣＨ
のマッピングに用いられるリソースのシンボル数よりも少ない、請求項６に記載の基地局
装置。
【請求項８】
　前記ＰＤＳＣＨのマッピングに用いられるリソースのシンボル数は予め規定され、前記
ＳＰＤＳＣＨのマッピングに用いられるリソースのシンボル数は前記ＳＰＤＳＣＨ設定に
基づいて設定される、請求項７に記載の基地局装置。
【請求項９】
　前記送信部は、前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定されるＳＰＤＳＣＨのスケジュー
リングを有効にするための制御情報を含むＰＤＣＣＨを送信し、
　前記送信部は、前記制御情報が送信される場合、前記端末装置が受信処理を開始すると
想定する、請求項６に記載の基地局装置。
【請求項１０】
　前記送信部は、前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定されるＳＰＤＳＣＨのスケジュー
リングをリリースするための制御情報を含むＰＤＣＣＨを受信し、
　前記送信部は、前記制御情報が送信される場合、前記端末装置が受信処理を停止すると
想定する、請求項６に記載の基地局装置。
【請求項１１】
　基地局装置と通信する端末装置で用いられる通信方法であって、
　前記基地局装置からの上位層のシグナリングによりＳＰＤＳＣＨ設定を設定するステッ
プと、
　前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定される１つ以上のＳＰＤＳＣＨ候補の全てに対し
て受信処理を行い、ＳＰＤＳＣＨを受信するステップと、
　前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定されるリソースを用いて、前記ＳＰＤＳＣＨに対
する応答情報を報告するステップと、を有し、
　前記ＳＰＤＳＣＨが正しく受信される場合、前記応答情報は報告され、前記ＳＰＤＳＣ
Ｈが正しく受信されない場合、前記応答情報は報告されない、通信方法。
【請求項１２】
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　端末装置と通信する基地局装置で用いられる通信方法であって、
　前記端末装置に対して、上位層のシグナリングによりＳＰＤＳＣＨ設定を設定するステ
ップと、
　前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定される１つ以上のＳＰＤＳＣＨ候補のいずれかに
マッピングされるＳＰＤＳＣＨを送信するステップと、
　前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定されるリソースを用いて送信される、前記ＳＰＤ
ＳＣＨに対する応答情報の報告を受信するステップと、を有し、
　前記ＳＰＤＳＣＨが正しく受信される場合、前記応答情報は報告され、前記ＳＰＤＳＣ
Ｈが正しく受信されない場合、前記応答情報は報告されない、通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、端末装置、基地局装置および通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー移動通信の無線アクセス方式および無線ネットワーク（以下、「Long　Term　
Evolution（LTE）」、「LTE-Advanced（LTE-A）」、「LTE-Advanced　Pro（LTE-A　Pro）
」、または「Evolved　Universal　Terrestrial　Radio　Access（EUTRA）」とも称する
。）が、第三世代パートナーシッププロジェクト（3rd　Generation　Partnership　Proj
ect:　3GPP）において検討されている。なお、以下の説明において、ＬＴＥは、LTE-A、L
TE-A　Pro、およびEUTRAを含む。ＬＴＥでは、基地局装置（基地局）をｅＮｏｄｅＢ（ev
olved　NodeB）、端末装置（移動局、移動局装置、端末）をＵＥ（User　Equipment）と
も称する。ＬＴＥは、基地局装置がカバーするエリアをセル状に複数配置するセルラー通
信システムである。単一の基地局装置は複数のセルを管理してもよい。
【０００３】
　ＬＴＥは、周波数分割複信（Frequency　Division　Duplex:　FDD）および時分割複信
（Time　Division　Duplex:　TDD）に対応している。ＦＤＤ方式を採用したＬＴＥをＦＤ
－ＬＴＥまたはＬＴＥ　ＦＤＤとも称する。ＴＤＤは、上りリンク信号と下りリンク信号
を周波数分割多重することによって、少なくとも２つの周波数帯域において全二重通信を
可能にする技術である。ＴＤＤ方式を採用したＬＴＥをＴＤ－ＬＴＥまたはＬＴＥ　ＴＤ
Ｄとも称する。ＴＤＤは、上りリンク信号と下りリンク信号を時分割多重することによっ
て、単一の周波数帯域において全二重通信を可能にする技術である。ＦＤ－ＬＴＥおよび
ＴＤ－ＬＴＥの詳細は、非特許文献１に開示されている。
【０００４】
　基地局装置は、予め規定されたフレーム構成に基づいて構成される物理リソースに対し
て、物理チャネルおよび物理信号をマッピングし、送信する。端末装置は、基地局装置か
ら送信された物理チャネルおよび物理信号を受信する。ＬＴＥでは、複数のフレーム構成
タイプを規定し、それぞれのフレーム構成タイプに対応するフレーム構成の物理リソース
を用いてデータ伝送を行う。例えば、フレーム構成タイプ１はＦＤ－ＬＴＥに適用可能で
あり、フレーム構成タイプ２はＴＤ－ＬＴＥに適用可能である。フレーム構成の詳細は、
非特許文献１に開示されている。
【０００５】
　ＬＴＥでは、所定の時間間隔がデータ伝送を行う時間の単位として規定される。そのよ
うな時間間隔は送信時間間隔（ＴＴＩ:　Transmission　Time　Interval）と呼称される
。例えば、ＴＴＩは１ミリ秒であり、その場合は１つのＴＴＩが１つのサブフレーム長に
対応する。基地局装置および端末装置は、ＴＴＩに基づいて、物理チャネルおよび／また
は物理信号の送信および受信を行う。ＴＴＩの詳細は、非特許文献２に開示されている。
【０００６】
　また、ＴＴＩは、データ伝送の手順を規定する単位として用いられている。例えば、デ
ータ伝送の手順において、受信されたデータが正しく受信されたかどうかを示すＨＡＲＱ
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－ＡＣＫ（Hybrid　Automatic　Repeat　request　-　acknowledgement）報告は、データ
を受信してからＴＴＩの整数倍で規定される時間後に送信される。そのため、データ伝送
にかかる時間（遅延、レイテンシー）はＴＴＩに依存して決まることになる。このような
データ伝送の手順は、非特許文献３に開示されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】3rd　Generation　Partnership　Project;　Technical　Specification
　Group　Radio　Access　Network;　Evolved　Universal　Terrestrial　Radio　Access
　(E-UTRA);　Physical　Channels　and　Modulation　(Release　12),　3GPP　TS　36.2
11　V12.7.0　(2015-09).
【非特許文献２】3rd　Generation　Partnership　Project;　Technical　Specification
　Group　Radio　Access　Network;　Evolved　Universal　Terrestrial　Radio　Access
　(E-UTRA)　and　Evolved　Universal　Terrestrial　Radio　Access　Network　(E-UTR
AN);　Overall　description;　Stage　2　(Release　12),　3GPP　TS　36.300　V12.7.0
　(2015-09).
【非特許文献３】3rd　Generation　Partnership　Project;　Technical　Specification
　Group　Radio　Access　Network;　Evolved　Universal　Terrestrial　Radio　Access
　(E-UTRA);　Physical　layer　procedures　(Release　12)　,　3GPP　TS　36.213　V1
2.7.0　(2015-09).
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ＬＴＥでは、ＴＴＩとして１ミリ秒のみが規定されており、物理チャネルおよび物理信
号は１ミリ秒のＴＴＩに基づいて規定されている。また、データ伝送にかかる時間も１ミ
リ秒の整数倍となる。そのため、データ伝送にかかる時間が重要となるユースケースにお
いて、ＴＴＩの大きさ（長さ）が特性に影響を与える。また、データ伝送にかかる時間を
減少させるために、そのようなユースケースの端末装置に対して多くの物理リソースを連
続して割り当てる場合、システム全体の伝送効率が大幅に劣化させる要因となる。
【０００９】
　本開示は、上記問題を鑑みてなされたものであり、その目的は、基地局装置と端末装置
が通信する通信システムにおいて、データ伝送にかかる時間を考慮して、システム全体の
伝送効率を向上させることができる基地局装置、端末装置、通信システム、通信方法およ
び集積回路を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本開示によれば、基地局装置と通信する端末装置であって、前記基地局装置からの上位
層のシグナリングによりＳＰＤＳＣＨ設定を設定する上位層処理部と、前記ＳＰＤＳＣＨ
設定に基づいて設定される１つ以上のＳＰＤＳＣＨ候補の全てに対して受信処理を行い、
ＳＰＤＳＣＨを受信する受信部と、前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定されるリソース
を用いて、前記ＳＰＤＳＣＨに対する応答情報を報告する送信部と、を備え、前記ＳＰＤ
ＳＣＨが正しく受信される場合、前記応答情報は報告され、前記ＳＰＤＳＣＨが正しく受
信されない場合、前記応答情報は報告されないことを特徴とする端末装置が提供される。
【００１１】
　また、本開示によれば、端末装置と通信する基地局装置であって、前記端末装置に対し
て、上位層のシグナリングによりＳＰＤＳＣＨ設定を設定する上位層処理部と、前記ＳＰ
ＤＳＣＨ設定に基づいて設定される１つ以上のＳＰＤＳＣＨ候補のいずれかにマッピング
されるＳＰＤＳＣＨを送信する送信部と、前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定されるリ
ソースを用いて送信される、前記ＳＰＤＳＣＨに対する応答情報の報告を受信する受信部
と、を備え、前記ＳＰＤＳＣＨが正しく受信される場合、前記応答情報は報告され、前記
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ＳＰＤＳＣＨが正しく受信されない場合、前記応答情報は報告されないことを特徴とする
基地局装置が提供される。
【００１２】
　また、本開示によれば、基地局装置と通信する端末装置で用いられる通信方法であって
、前記基地局装置からの上位層のシグナリングによりＳＰＤＳＣＨ設定を設定するステッ
プと、前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定される１つ以上のＳＰＤＳＣＨ候補の全てに
対して受信処理を行い、ＳＰＤＳＣＨを受信するステップと、前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基
づいて設定されるリソースを用いて、前記ＳＰＤＳＣＨに対する応答情報を報告するステ
ップと、を有し、前記ＳＰＤＳＣＨが正しく受信される場合、前記応答情報は報告され、
前記ＳＰＤＳＣＨが正しく受信されない場合、前記応答情報は報告されないことを特徴と
する通信方法が提供される。
【００１３】
　また、本開示によれば、端末装置と通信する基地局装置で用いられる通信方法であって
、前記端末装置に対して、上位層のシグナリングによりＳＰＤＳＣＨ設定を設定するステ
ップと、前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定される１つ以上のＳＰＤＳＣＨ候補のいず
れかにマッピングされるＳＰＤＳＣＨを送信するステップと、前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基
づいて設定されるリソースを用いて送信される、前記ＳＰＤＳＣＨに対する応答情報の報
告を受信するステップと、を有し、前記ＳＰＤＳＣＨが正しく受信される場合、前記応答
情報は報告され、前記ＳＰＤＳＣＨが正しく受信されない場合、前記応答情報は報告され
ないことを特徴とする通信方法が提供される。
【発明の効果】
【００１４】
　以上説明したように本開示によれば、基地局装置と端末装置が通信する無線通信システ
ムにおいて、伝送効率を向上させることができる。
【００１５】
　なお、上記の効果は必ずしも限定的なものではなく、上記の効果とともに、または上記
の効果に代えて、本明細書に示されたいずれかの効果、または本明細書から把握され得る
他の効果が奏されてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本実施形態の下りリンクサブフレームの一例を示す図である。
【図２】本実施形態の上りリンクサブフレームの一例を示す図である。
【図３】本実施形態の基地局装置１の構成を示す概略ブロック図である。
【図４】本実施形態の端末装置２の構成を示す概略ブロック図である。
【図５】本実施形態における下りリンクのリソースエレメントマッピングの一例を示す図
である。
【図６】本実施形態におけるＴＴＩの一例を示す図である。
【図７】本実施形態におけるＴＴＩの一例を示す図である。
【図８】ＳＰＤＳＣＨ候補のセットの一例を示す図である。
【図９】基地局装置におけるＳＰＤＳＣＨ送信と端末装置におけるＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告
との一例を示す図である。
【図１０】基地局装置におけるＳＰＤＳＣＨ送信と端末装置におけるＨＡＲＱ－ＡＣＫ報
告との一例を示す図である。
【図１１】ＳＴＴＩ設定が設定された端末装置のフローチャートを示す図である。
【図１２】複数の端末装置に同一のＳＰＤＳＣＨに関する設定を行った場合の基地局装置
と端末装置の動作の一例を示す図である。
【図１３】本開示に係る技術が適用され得るｅＮＢの概略的な構成の第１の例を示すブロ
ック図である。
【図１４】本開示に係る技術が適用され得るｅＮＢの概略的な構成の第２の例を示すブロ
ック図である。
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【図１５】本開示に係る技術が適用され得るスマートフォン９００の概略的な構成の一例
を示すブロック図である。
【図１６】本開示に係る技術が適用され得るカーナビゲーション装置９２０の概略的な構
成の一例を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に添付図面を参照しながら、本開示の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１８】
　　＜本実施形態における無線通信システム＞
　本実施形態において、無線通信システムは、基地局装置１および端末装置２を少なくと
も具備する。基地局装置１は複数の端末装置を収容できる。基地局装置１は、他の基地局
装置とＸ２インターフェースの手段によって互いに接続できる。また、基地局装置１は、
Ｓ１インターフェースの手段によってＥＰＣ（Evolved　Packet　Core）に接続できる。
さらに、基地局装置１は、Ｓ１－ＭＭＥインターフェースの手段によってＭＭＥ（Mobili
ty　Mnagement　Entity）に接続でき、Ｓ１－Ｕインターフェースの手段によってＳ－Ｇ
Ｗ（Serving　Gateway）に接続できる。Ｓ１インターフェースは、ＭＭＥおよび／または
Ｓ－ＧＷと基地局装置１との間で、多対多の接続をサポートしている。
【００１９】
　　＜本実施形態におけるフレーム構成＞
　本実施形態において、１０ｍｓ（ミリ秒）で構成される無線フレーム（radio　frame）
が規定される。無線フレームのそれぞれは２つのハーフフレームから構成される。ハーフ
フレームの時間間隔は、５ｍｓである。ハーフフレームのそれぞれは、５つのサブフレー
ムから構成される。サブフレームの時間間隔は、１ｍｓであり、２つの連続するスロット
によって定義される。スロットの時間間隔は、０．５ｍｓである。無線フレーム内のｉ番
目のサブフレームは、（２×ｉ）番目のスロットと（２×ｉ＋１）番目のスロットとから
構成される。つまり、無線フレームのそれぞれにおいて、１０個のサブフレームが規定さ
れる。
【００２０】
　サブフレームは、下りリンクサブフレーム（第１のサブフレーム）、上りリンクサブフ
レーム（第２のサブフレーム）、およびスペシャルサブフレーム（第３のサブフレーム）
などを含む。
【００２１】
　下りリンクサブフレームは下りリンク送信のためにリザーブされるサブフレームである
。上りリンクサブフレームは上りリンク送信のためにリザーブされるサブフレームである
。スペシャルサブフレームは３つのフィールドから構成される。該３つのフィールドは、
ＤｗＰＴＳ（Downlink　Pilot　Time　Slot）、ＧＰ（Guard　Period）、およびＵｐＰＴ
Ｓ（Uplink　Pilot　Time　Slot）である。ＤｗＰＴＳ、ＧＰ、およびＵｐＰＴＳの合計
の長さは１ｍｓである。ＤｗＰＴＳは下りリンク送信のためにリザーブされるフィールド
である。ＵｐＰＴＳは上りリンク送信のためにリザーブされるフィールドである。ＧＰは
下りリンク送信および上りリンク送信が行なわれないフィールドである。なお、スペシャ
ルサブフレームは、ＤｗＰＴＳおよびＧＰのみによって構成されてもよいし、ＧＰおよび
ＵｐＰＴＳのみによって構成されてもよい。スペシャルサブフレームは、ＴＤＤにおいて
下りリンクサブフレームと上りリンクサブフレームとの間に配置され、下りリンクサブフ
レームから上りリンクサブフレームに切り替えるために用いられる。
【００２２】
　単一の無線フレームは、下りリンクサブフレーム、上りリンクサブフレーム、および／
またはスペシャルサブフレームから構成される。また、単一の無線フレームは、下りリン
クサブフレーム、上りリンクサブフレーム、またはスペシャルサブフレームのみで構成さ
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れてもよい。
【００２３】
　複数の無線フレーム構成がサポートされる。無線フレーム構成は、フレーム構成タイプ
で規定される。フレーム構成タイプ１は、ＦＤＤのみに適用できる。フレーム構成タイプ
２は、ＴＤＤのみに適用できる。フレーム構成タイプ３は、ＬＡＡ（Licensed　Assisted
　Access）セカンダリーセルの運用のみに適用できる。
【００２４】
　フレーム構成タイプ２において、複数の上りリンク－下りリンク構成が規定される。上
りリンク－下りリンク構成において、１つの無線フレームにおける１０のサブフレームの
それぞれは、下りリンクサブフレーム、上りリンクサブフレーム、およびスペシャルサブ
フレームのいずれかに対応する。サブフレーム０、サブフレーム５およびＤｗＰＴＳは常
に下りリンク送信のために予約される。ＵｐＰＴＳおよびそのスペシャルサブフレームの
直後のサブフレームは常に上りリンク送信のために予約される。
【００２５】
　フレーム構成タイプ３において、１つの無線フレーム内の１０のサブフレームが下りリ
ンク送信のために予約される。端末装置２は、それぞれのサブフレームを空のサブフレー
ムとして扱う。端末装置２は、所定の信号、チャネルおよび／または下りリンク送信があ
るサブフレームで検出されない限り、そのサブフレームにいかなる信号および／またはチ
ャネルも存在しないと想定する。下りリンク送信は、１つまたは複数の連続したサブフレ
ームで専有される。その下りリンク送信の最初のサブフレームは、そのサブフレーム内の
どこからでも開始されてもよい。その下りリンク送信の最後のサブフレームは、完全に専
有されるか、ＤｗＰＴＳで規定される時間間隔で専有されるか、のいずれかであってもよ
い。
【００２６】
　なお、フレーム構成タイプ３において、１つの無線フレーム内の１０のサブフレームが
上りリンク送信のために予約されてもよい。また、１つの無線フレーム内の１０のサブフ
レームのそれぞれが、下りリンクサブフレーム、上りリンクサブフレーム、およびスペシ
ャルサブフレームのいずれかに対応するようにしてもよい。
【００２７】
　基地局装置１は、スペシャルサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨ
ＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、同期信号、および、下りリンク参照信
号を送信してもよい。基地局装置１は、スペシャルサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、
ＰＢＣＨの送信を制限できる。端末装置２は、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴＳにお
いて、ＰＲＡＣＨ、およびＳＲＳを送信してもよい。つまり、端末装置２は、スペシャル
サブフレームのＵｐＰＴＳにおいて、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、およびＤＭＲＳの送信を
制限できる。
【００２８】
　図１は、本実施形態の下りリンクサブフレームの一例を示す図である。図１に示される
図は、下りリンクリソースグリッドとも呼称される。基地局装置１は、基地局装置１から
端末装置２への下りリンクサブフレームにおいて、下りリンク物理チャネルおよび／また
は下りリンク物理信号を送信できる。
【００２９】
　下りリンク物理チャネルは、物理報知チャネル（ＰＢＣＨ：Physical　Broadcast　Cha
nnel）、ＰＣＦＩＣＨ（Physical　Control　Format　Indicator　Channel）、ＰＨＩＣ
Ｈ（Physical　Hybrid　automatic　repeat　request　Indicator　Channel）、物理下り
リンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Physical　Downlink　Control　Channel）、拡張物理
下りリンク制御チャネル（ＥＰＤＣＣＨ：Enhanced　Physical　Downlink　Control　Cha
nnel）、物理下りリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：Physical　Downlink　Shared　Chan
nel）、および、ＰＭＣＨ（Physical　Multicast　Channel）などを含む。下りリンク物
理信号は、同期信号（ＳＳ：Synchronization　signal）、参照信号（ＲＳ：Reference　
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Signal）および検出信号（ＤＳ：Discovery　signal）などを含む。図１では、簡単のた
め、ＰＤＳＣＨおよびＰＤＣＣＨの領域が示されている。
【００３０】
　同期信号は、プライマリー同期信号（ＰＳＳ：Primary　synchronization　signal）お
よびセカンダリー同期信号（ＳＳＳ：Secondary　synchronization　signal）などを含む
。下りリンクにおける参照信号は、セル固有参照信号（ＣＲＳ：Cell-specific　referen
ce　signal）、ＰＤＳＣＨに関連付けられる端末装置固有参照信号（ＰＤＳＣＨ－ＤＭＲ
Ｓ：UE-specific　reference　signal　associated　with　PDSCH）、ＥＰＤＣＣＨに関
連付けられる復調参照信号（ＥＰＤＣＣＨ－ＤＭＲＳ：Demodulation　reference　signa
l　associated　with　EPDCCH）、ＰＲＳ（Positioning　Reference　Signal）、ＣＳＩ
参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ：Channel　State　Information　-　reference　signal）、お
よびトラッキング参照信号（ＴＲＳ：Tracking　reference　signal）などを含む。ＰＤ
ＳＣＨ－ＤＭＲＳは、ＰＤＳＣＨに関連するＵＲＳまたは単にＵＲＳとも呼称される。Ｅ
ＰＤＣＣＨ－ＤＭＲＳは、ＥＰＤＣＣＨに関連するＤＭＲＳまたは単にＤＭＲＳとも呼称
される。ＰＤＳＣＨ－ＤＭＲＳおよびＥＰＤＣＣＨ－ＤＭＲＳは、単にＤＬ－ＤＭＲＳま
たは下りリンク復調参照信号とも呼称される。ＣＳＩ－ＲＳは、ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（
Non-Zero　Power　CSI-RS）を含む。また、下りリンクのリソースは、ＺＰ　ＣＳＩ－Ｒ
Ｓ（Zero　Power　CSI-RS）、ＣＳＩ－ＩＭ（Channel　State　Information　-　Interfe
rence　Measurement）などを含む。
【００３１】
　図２は、本実施形態の上りリンクサブフレームの一例を示す図である。図２に示される
図は、上りリンクリソースグリッドとも呼称される。端末装置２は、端末装置２から基地
局装置１への上りリンクサブフレームにおいて、上りリンク物理チャネルおよび／または
上りリンク物理信号を送信できる。上りリンク物理チャネルは、物理上りリンク共有チャ
ネル（ＰＵＳＣＨ：Physical　Uplink　Shared　Channel）、物理上りリンク制御チャネ
ル（ＰＵＣＣＨ：Physical　Uplink　Control　Channel）、および物理ランダムアクセス
チャネル（ＰＲＡＣＨ：Physical　Ramdom　Access　Channel）などを含む。上りリンク
物理信号は、参照信号（Reference　Signal:　RS）を含む。
【００３２】
　上りリンクにおける参照信号は、上りリンク復調信号（ＵＬ－ＤＭＲＳ：Uplink　demo
dulation　signal）およびサウンディング参照信号（ＳＲＳ：Sounding　reference　sig
nal）などを含む。ＵＬ－ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連付けら
れる。ＳＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連付けられない。
【００３３】
　下りリンク物理チャネルおよび下りリンク物理信号を総称して、下りリンク信号と称す
る。上りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理信号を総称して、上りリンク信号と称
する。下りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理チャネルを総称して、物理チャネル
と称する。下りリンク物理信号および上りリンク物理信号を総称して、物理信号と称する
。
【００３４】
　ＢＣＨ、ＭＣＨ、ＵＬ－ＳＣＨおよびＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである
。媒体アクセス制御（Medium　Access　Control:　MAC）層で用いられるチャネルをトラ
ンスポートチャネルと称する。ＭＡＣ層で用いられるトランスポートチャネルの単位を、
トランスポートブロック（transport　block:　TB）またはＭＡＣ　ＰＤＵ（Protocol　D
ata　Unit）とも称する。ＭＡＣ層においてトランスポートブロック毎にＨＡＲＱ（Hybri
d　Automatic　Repeat　reQuest）の制御が行なわれる。トランスポートブロックは、Ｍ
ＡＣ層が物理層に渡す（deliver）データの単位である。物理層において、トランスポー
トブロックはコードワードにマップされ、コードワード毎に符号化処理が行なわれる。
【００３５】
　　＜本実施形態における物理リソース＞
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　本実施形態において、１つのスロットは複数のシンボルによって定義される。スロット
のそれぞれにおいて送信される物理信号または物理チャネルは、リソースグリッドによっ
て表現される。下りリンクにおいて、リソースグリッドは、周波数方向に対する複数のサ
ブキャリアと、時間方向に対する複数のＯＦＤＭシンボルによって定義される。上りリン
クにおいて、リソースグリッドは、周波数方向に対する複数のサブキャリアと、時間方向
に対する複数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルによって定義される。サブキャリアまたはリソー
スブロックの数は、セルの帯域幅に依存して決まるようにしてもよい。１つのスロットに
おけるシンボルの数は、ＣＰ（Cyclic　Prefix）のタイプによって決まる。ＣＰのタイプ
は、ノーマルＣＰまたは拡張ＣＰである。ノーマルＣＰにおいて、１つのスロットを構成
するＯＦＤＭシンボルまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数は７である。拡張ＣＰにおいて
、１つのスロットを構成するＯＦＤＭシンボルまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数は６で
ある。リソースグリッド内のエレメントのそれぞれはリソースエレメントと称される。リ
ソースエレメントは、サブキャリアのインデックス（番号）とシンボルのインデックス（
番号）とを用いて識別される。なお、本実施形態の説明において、ＯＦＤＭシンボルまた
はＳＣ－ＦＤＭＡシンボルは単にシンボルとも呼称される。
【００３６】
　リソースブロックは、ある物理チャネル（ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨなど）のリソー
スエレメントにマッピングするために用いられる。リソースブロックは、仮想リソースブ
ロックと物理リソースブロックを含む。ある物理チャネルは、仮想リソースブロックにマ
ッピングされる。仮想リソースブロックは、物理リソースブロックにマッピングされる。
１つの物理リソースブロックは、時間領域において所定数の連続するシンボルで定義され
る。１つの物理リソースブロックは、周波数領域において所定数の連続するサブキャリア
とから定義される。１つの物理リソースブロックにおけるシンボル数およびサブキャリア
数は、そのセルにおけるＣＰのタイプ、サブキャリア間隔および／または上位層によって
設定されるパラメータなどに基づいて決まる。例えば、ＣＰのタイプがノーマルＣＰであ
り、サブキャリア間隔が１５ｋＨｚである場合、１つの物理リソースブロックにおけるシ
ンボル数は７であり、サブキャリア数は１２である。その場合、１つの物理リソースブロ
ックは（７×１２）個のリソースエレメントから構成される。物理リソースブロックは周
波数領域において０から番号が付けられる。また、同一の物理リソースブロック番号が対
応する、１つのサブフレーム内の２つのリソースブロックは、物理リソースブロックペア
（ＰＲＢペア、ＲＢペア）として定義される。
【００３７】
　リソースエレメントグループ（ＲＥＧ：Resource　Element　Group）は、リソースエレ
メントと制御チャネルのマッピングを定義するために用いられる。例えば、ＲＥＧは、Ｐ
ＤＣＣＨ、ＰＨＩＣＨ、またはＰＣＦＩＣＨのマッピングに用いられる。ＲＥＧは、同一
のＯＦＤＭシンボル内であり、同一のリソースブロック内において、ＣＲＳのために用い
られない４つの連続したリソースエレメントで構成される。また、ＲＥＧは、あるサブフ
レーム内の１番目のスロットにおける１番目のＯＦＤＭシンボルから４番目のＯＦＤＭシ
ンボルの中で構成される。
【００３８】
　拡張リソースエレメントグループ（ＥＲＥＧ：Enhanced　Resource　Element　Group）
は、リソースエレメントと拡張制御チャネルのマッピングを定義するために用いられる。
例えば、ＥＲＥＧは、ＥＰＤＣＣＨのマッピングに用いられる。１つのリソースブロック
ペアは１６のＥＲＥＧで構成される。それぞれのＥＲＥＧはリソースブロックペア毎に０
から１５の番号が付される。それぞれのＥＲＥＧは、１つのリソースブロックペアにおい
て、ＥＰＤＣＣＨに関連付けられたＤＭ－ＲＳのために用いられるリソースエレメントを
除いた９つのリソースエレメントで構成される。
【００３９】
　　＜本実施形態におけるアンテナポート＞
　アンテナポートは、あるシンボルを運ぶ伝搬チャネルが、同一のアンテナポートにおけ
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る別のシンボルを運ぶ伝搬チャネルから推測できるようにするために定義される。例えば
、同一のアンテナポートにおける異なる物理リソースは、同一の伝搬チャネルで送信され
ていると想定できる。すなわち、あるアンテナポートにおけるシンボルは、そのアンテナ
ポートにおける参照信号により伝搬チャネルを推定し、復調することができる。また、ア
ンテナポート毎に１つのリソースグリッドがある。アンテナポートは、参照信号によって
定義される。また、それぞれの参照信号は、複数のアンテナポートを定義できる。
【００４０】
　２つのアンテナポートは所定の条件を満たす場合、準同一位置（ＱＣＬ：Quasi　co-lo
cation）であると表すことができる。その所定の条件は、あるアンテナポートにおけるシ
ンボルを運ぶ伝搬チャネルの広域的特性が、別のアンテナポートにおけるシンボルを運ぶ
伝搬チャネルから推測できることである。広域的特性は、遅延分散、ドップラースプレッ
ド、ドップラーシフト、平均利得および／または平均遅延を含む。
【００４１】
　　＜本実施形態における下りリンク物理チャネル＞
　ＰＢＣＨは、基地局装置１のサービングセルに固有の報知情報であるＭＩＢ（Master　
Information　Block）を報知するために用いられる。ＰＢＣＨは無線フレーム内のサブフ
レーム０のみで送信される。ＭＩＢは、４０ｍｓ間隔で更新できる。ＰＢＣＨは１０ｍｓ
周期で繰り返し送信される。具体的には、ＳＦＮ（System　Frame　Number）を４で割っ
た余りが０である条件を満たす無線フレームにおけるサブフレーム０においてＭＩＢの初
期送信が行なわれ、他の全ての無線フレームにおけるサブフレーム０においてＭＩＢの再
送信（repetition）が行われる。ＳＦＮは無線フレームの番号（システムフレーム番号）
である。ＭＩＢはシステム情報である。例えば、ＭＩＢは、ＳＦＮを示す情報を含む。
【００４２】
　ＰＣＦＩＣＨは、ＰＤＣＣＨの送信に用いられるＯＦＤＭシンボルの数に関する情報を
送信するために用いられる。ＰＣＦＩＣＨで示される領域は、ＰＤＣＣＨ領域とも呼称さ
れる。ＰＣＦＩＣＨで送信される情報は、ＣＦＩ（Control　Format　Indicator）とも呼
称される。
【００４３】
　ＰＨＩＣＨは、基地局装置１が受信した上りリンクデータ（Uplink　Shared　Channel:
　UL-SCH）に対するＡＣＫ（ACKnowledgement）またはＮＡＣＫ（Negative　ACKnowledge
ment）を示すＨＡＲＱ－ＡＣＫ（ＨＡＲＱインディケータ、ＨＡＲＱフィードバック、応
答情報）を送信するために用いられる。例えば、がＡＣＫを示すＨＡＲＱ－ＡＣＫを受信
した場合は、対応する上りリンクデータを再送しない。例えば、端末装置２がＮＡＣＫを
示すＨＡＲＱ－ＡＣＫを受信した場合は、端末装置２は対応する上りリンクデータを所定
の上りリンクサブフレームで再送する。あるＰＨＩＣＨは、ある上りリンクデータに対す
るＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信する。基地局装置１は、同一のＰＵＳＣＨに含まれる複数の上
りリンクデータに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫのそれぞれを複数のＰＨＩＣＨを用いて送信す
る。
【００４４】
　ＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨは、下りリンク制御情報（Downlink　Control　Informa
tion:　DCI）を送信するために用いられる。下りリンク制御情報の情報ビットのマッピン
グが、ＤＣＩフォーマットとして定義される。下りリンク制御情報は、下りリンクグラン
ト（downlink　grant）および上りリンクグラント（uplink　grant）を含む。下りリンク
グラントは、下りリンクアサインメント（downlink　assignment）または下りリンク割り
当て（downlink　allocation）とも称する。
【００４５】
　ＰＤＣＣＨは、連続する１つまたは複数のＣＣＥ（Control　Channel　Element）の集
合によって送信される。ＣＣＥは、９つのＲＥＧ（Resource　Element　Group）で構成さ
れる。ＲＥＧは、４つのリソースエレメントで構成される。ＰＤＣＣＨがｎ個の連続する
ＣＣＥで構成される場合、そのＰＤＣＣＨは、ＣＣＥのインデックス（番号）であるｉを
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ｎで割った余りが０である条件を満たすＣＣＥから始まる。
【００４６】
　ＥＰＤＣＣＨは、連続する１つまたは複数のＥＣＣＥ（Enhanced　Control　Channel　
Element）の集合によって送信される。ＥＣＣＥは、複数のＥＲＥＧ（Enhanced　Resourc
e　Element　Group）で構成される。
【００４７】
　下りリンクグラントは、あるセル内のＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる。下
りリンクグラントは、その下りリンクグラントが送信されたサブフレームと同じサブフレ
ーム内のＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる。上りリンクグラントは、あるセル
内のＰＵＳＣＨのスケジューリングに用いられる。上りリンクグラントは、その上りリン
クグラントが送信されたサブフレームより４つ以上後のサブフレーム内の単一のＰＵＳＣ
Ｈのスケジューリングに用いられる。
【００４８】
　ＤＣＩには、ＣＲＣ（Cyclic　Redundancy　Check）パリティビットが付加される。Ｃ
ＲＣパリティビットは、ＲＮＴＩ（Radio　Network　Temporary　Identifier）でスクラ
ンブルされる。ＲＮＴＩは、ＤＣＩの目的などに応じて、規定または設定できる識別子で
ある。ＲＮＴＩは、仕様で予め規定される識別子、セルに固有の情報として設定される識
別子、端末装置２に固有の情報として設定される識別子、または、端末装置２に属するグ
ループに固有の情報として設定される識別子である。例えば、端末装置２は、ＰＤＣＣＨ
またはＥＰＤＣＣＨのモニタリングにおいて、ＤＣＩに付加されたＣＲＣパリティビット
に所定のＲＮＴＩでデスクランブルし、ＣＲＣが正しいかどうかを識別する。ＣＲＣが正
しい場合、そのＤＣＩは端末装置２のためのＤＣＩであることが分かる。
【００４９】
　ＰＤＳＣＨは、下りリンクデータ（Downlink　Shared　Channel:　DL-SCH）を送信する
ために用いられる。また、ＰＤＳＣＨは、上位層の制御情報を送信するためにも用いられ
る。
【００５０】
　ＰＭＣＨは、マルチキャストデータ（Multicast　Channel:　MCH）を送信するために用
いられる。
【００５１】
　ＰＤＣＣＨ領域において、複数のＰＤＣＣＨが周波数、時間、および／または、空間多
重されてもよい。ＥＰＤＣＣＨ領域において、複数のＥＰＤＣＣＨが周波数、時間、およ
び／または、空間多重されてもよい。ＰＤＳＣＨ領域において、複数のＰＤＳＣＨが周波
数、時間、および／または、空間多重されてもよい。ＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨおよび／ま
たはＥＰＤＣＣＨは周波数、時間、および／または、空間多重されてもよい。
【００５２】
　　＜本実施形態における下りリンク物理信号＞
　同期信号は、端末装置２が下りリンクの周波数領域および／または時間領域の同期をと
るために用いられる。同期信号は、ＰＳＳ（Primary　Synchronization　Signal）および
ＳＳＳ（Secondary　Synchronization　Signal）を含む。同期信号は無線フレーム内の所
定のサブフレームに配置される。例えば、ＴＤＤ方式において、同期信号は無線フレーム
内のサブフレーム０、１、５、および６に配置される。ＦＤＤ方式において、同期信号は
無線フレーム内のサブフレーム０および５に配置される。
【００５３】
　ＰＳＳは、粗いフレーム／シンボルタイミング同期（時間領域の同期）やセルグループ
の同定に用いられてもよい。ＳＳＳは、より正確なフレームタイミング同期やセルの同定
に用いられてもよい。つまり、ＰＳＳとＳＳＳを用いることによって、フレームタイミン
グ同期とセル識別を行うことができる。
【００５４】
　下りリンク参照信号は、端末装置２が下りリンク物理チャネルの伝搬路推定、伝搬路補
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正、下りリンクのＣＳＩ（Channel　State　Information、チャネル状態情報）の算出、
および／または、端末装置２のポジショニングの測定を行うために用いられる。
【００５５】
　ＣＲＳは、サブフレームの全帯域で送信される。ＣＲＳは、ＰＢＣＨ、ＰＤＣＣＨ、Ｐ
ＨＩＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、およびＰＤＳＣＨの受信（復調）を行うために用いられる。Ｃ
ＲＳは、端末装置２が下りリンクのチャネル状態情報を算出するために用いられてもよい
。ＰＢＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＰＨＩＣＨ、およびＰＣＦＩＣＨは、ＣＲＳの送信に用いられ
るアンテナポートで送信される。ＣＲＳは、１、２または４のアンテナポートの構成をサ
ポートする。ＣＲＳは、アンテナポート０～３の１つまたは複数で送信される。
【００５６】
　ＰＤＳＣＨに関連するＵＲＳは、ＵＲＳが関連するＰＤＳＣＨの送信に用いられるサブ
フレームおよび帯域で送信される。ＵＲＳは、ＵＲＳが関連するＰＤＳＣＨの復調を行な
うために用いられる。ＰＤＳＣＨに関連するＵＲＳは、アンテナポート５、７～１４の１
つまたは複数で送信される。
【００５７】
　ＰＤＳＣＨは、送信モードおよびＤＣＩフォーマットに基づいて、ＣＲＳまたはＵＲＳ
の送信に用いられるアンテナポートで送信される。ＤＣＩフォーマット１Ａは、ＣＲＳの
送信に用いられるアンテナポートで送信されるＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられ
る。ＤＣＩフォーマット２Ｄは、ＵＲＳの送信に用いられるアンテナポートで送信される
ＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる。
【００５８】
　ＥＰＤＣＣＨに関連するＤＭＲＳは、ＤＭＲＳが関連するＥＰＤＣＣＨの送信に用いら
れるサブフレームおよび帯域で送信される。ＤＭＲＳは、ＤＭＲＳが関連するＥＰＤＣＣ
Ｈの復調を行なうために用いられる。ＥＰＤＣＣＨは、ＤＭＲＳの送信に用いられるアン
テナポートで送信される。ＥＰＤＣＣＨに関連するＤＭＲＳは、アンテナポート１０７～
１１４の１つまたは複数で送信される。
【００５９】
　ＣＳＩ－ＲＳは、設定されたサブフレームで送信される。ＣＳＩ－ＲＳが送信されるリ
ソースは、基地局装置１によって設定される。ＣＳＩ－ＲＳは、端末装置２が下りリンク
のチャネル状態情報を算出するために用いられる。端末装置２は、ＣＳＩ－ＲＳを用いて
信号測定（チャネル測定）を行う。ＣＳＩ－ＲＳは、１、２、４、８、１２、１６、２４
および３２の一部または全部のアンテナポートの設定をサポートする。ＣＳＩ－ＲＳは、
アンテナポート１５～４６の１つまたは複数で送信される。なお、サポートされるアンテ
ナポートは、端末装置２の端末装置ケイパビリティ、ＲＲＣパラメータの設定、および／
または設定される送信モードなどに基づいて決定されてもよい。
【００６０】
　ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのリソースは、上位層によって設定される。ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳの
リソースはゼロ出力の電力で送信される。すなわち、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのリソースは何
も送信しない。ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳの設定したリソースにおいて、ＰＤＳＣＨおよびＥＰ
ＤＣＣＨは送信されない。例えば、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのリソースは隣接セルがＮＺＰ　
ＣＳＩ－ＲＳの送信を行うために用いられる。また、例えば、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのリソ
ースはＣＳＩ－ＩＭを測定するために用いられる。
【００６１】
　ＣＳＩ－ＩＭのリソースは、基地局装置１によって設定される。ＣＳＩ－ＩＭのリソー
スは、ＣＳＩ測定において、干渉を測定するために用いられるリソースである。ＣＳＩ－
ＩＭのリソースは、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのリソースの一部と重複（オーバーラップ）して
設定できる。例えば、ＣＳＩ－ＩＭのリソースがＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのリソースの一部と
重複して設定される場合、そのリソースではＣＳＩ測定を行うセルからの信号は送信され
ない。換言すると、基地局装置１は、ＣＳＩ－ＩＭの設定したリソースにおいて、ＰＤＳ
ＣＨまたはＥＰＤＣＣＨなどを送信しない。そのため、端末装置２は、効率的にＣＳＩ測
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定を行うことができる。
【００６２】
　ＭＢＳＦＮ　ＲＳは、ＰＭＣＨの送信に用いられるサブフレームの全帯域で送信される
。ＭＢＳＦＮ　ＲＳは、ＰＭＣＨの復調を行なうために用いられる。ＰＭＣＨは、ＭＢＳ
ＦＮ　ＲＳの送信用いられるアンテナポートで送信される。ＭＢＳＦＮ　ＲＳは、アンテ
ナポート４で送信される。
【００６３】
　ＰＲＳは、端末装置２が、端末装置２のポジショニングを測定するために用いられる。
ＰＲＳは、アンテナポート６で送信される。
【００６４】
　ＴＲＳは、所定のサブフレームのみにマッピングできる。例えば、ＴＲＳは、サブフレ
ーム０および５にマッピングされる。また、ＴＲＳは、ＣＲＳの一部または全部と同様の
構成を用いることができる。例えば、リソースブロックのそれぞれにおいて、ＴＲＳがマ
ッピングされるリソースエレメントの位置は、アンテナポート０のＣＲＳがマッピングさ
れるリソースエレメントの位置と同じにすることができる。また、ＴＲＳに用いられる系
列（値）は、ＰＢＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨまたはＰＤＳＣＨ（ＲＲＣシグナリン
グ）を通じて設定された情報に基づいて決定できる。ＴＲＳに用いられる系列（値）は、
セルＩＤ（例えば、物理レイヤセル識別子）、スロット番号などのパラメータに基づいて
決定できる。ＴＲＳに用いられる系列（値）は、アンテナポート０のＣＲＳに用いられる
系列（値）とは異なる方法（式）によって決定できる。
【００６５】
　　＜本実施形態における上りリンク物理信号＞
　ＰＵＣＣＨは、上りリンク制御情報（Uplink　Control　Information:　UCI）を送信す
るために用いられる物理チャネルである。上りリンク制御情報は、下りリンクのチャネル
状態情報（Channel　State　Information:　CSI）、ＰＵＳＣＨリソースの要求を示すス
ケジューリング要求（Scheduling　Request:　SR）、下りリンクデータ（Transport　blo
ck:　TB,　Downlink-Shared　Channel:　DL-SCH）に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを含む。Ｈ
ＡＲＱ－ＡＣＫは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＨＡＲＱフィードバック、または、応答情報とも
称される。また、下りリンクデータに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ま
たはＤＴＸを示す。
【００６６】
　ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータ（Uplink-Shared　Channel:　UL-SCH）を送信するた
めに用いられる物理チャネルである。また、ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータと共にＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫおよび／またはチャネル状態情報を送信するために用いられてもよい。また
、ＰＵＳＣＨは、チャネル状態情報のみ、または、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよびチャネル状態
情報のみを送信するために用いられてもよい。
【００６７】
　ＰＲＡＣＨは、ランダムアクセスプリアンブルを送信するために用いられる物理チャネ
ルである。ＰＲＡＣＨは、端末装置２が基地局装置１と時間領域の同期をとるために用い
られることができる。また、ＰＲＡＣＨは、初期コネクション構築（initial　connectio
n　establishment）手続き（処理）、ハンドオーバ手続き、コネクション再構築（connec
tion　re-establishment）手続き、上りリンク送信に対する同期（タイミング調整）、お
よび／または、ＰＵＳＣＨリソースの要求を示すためにも用いられる。
【００６８】
　ＰＵＣＣＨ領域において、複数のＰＵＣＣＨが周波数、時間、空間および／またはコー
ド多重される。ＰＵＳＣＨ領域において、複数のＰＵＳＣＨが周波数、時間、空間および
／またはコード多重されてもよい。ＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨは周波数、時間、空間お
よび／またはコード多重されてもよい。ＰＲＡＣＨは単一のサブフレームまたは２つのサ
ブフレームにわたって配置されてもよい。複数のＰＲＡＣＨが符号多重されてもよい。
【００６９】
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　　＜本実施形態における上りリンク物理チャネル＞
　上りリンクＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連する。ＤＭＲＳは、
ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨと時間多重される。基地局装置１は、ＰＵＳＣＨまたはＰＵ
ＣＣＨの伝搬路補正を行うためにＤＭＲＳを用いてもよい。本実施形態の説明において、
ＰＵＳＣＨの送信は、ＰＵＳＣＨとＤＭＲＳを多重して送信することも含む。本実施形態
の説明において、ＰＵＣＣＨの送信は、ＰＵＣＣＨとＤＭＲＳを多重して送信することも
含む。なお、上りリンクＤＭＲＳは、ＵＬ－ＤＭＲＳとも呼称される。ＳＲＳは、ＰＵＳ
ＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連しない。基地局装置１は、上りリンクのチャネル状態
を測定するためにＳＲＳを用いてもよい。
【００７０】
　ＳＲＳは上りリンクサブフレーム内の最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを用いて送信され
る。つまり、ＳＲＳは上りリンクサブフレーム内の最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルに配置
される。端末装置２は、あるセルのあるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにおいて、ＳＲＳと、Ｐ
ＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨおよび／またはＰＲＡＣＨとの同時送信を制限できる。端末装置２
は、あるセルのある上りリンクサブフレームにおいて、その上りリンクサブフレーム内の
最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを除くＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを用いてＰＵＳＣＨおよび
／またはＰＵＣＣＨを送信し、その上りリンクサブフレーム内の最後のＳＣ－ＦＤＭＡシ
ンボルを用いてＳＲＳを送信することができる。つまり、あるセルのある上りリンクサブ
フレームにおいて、端末装置２は、ＳＲＳと、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨと、を送信す
ることができる。
【００７１】
　ＳＲＳにおいて、トリガータイプの異なるＳＲＳとして、トリガータイプ０ＳＲＳおよ
びトリガータイプ１ＳＲＳが定義される。トリガータイプ０ＳＲＳは、上位層シグナリン
グによって、トリガータイプ０ＳＲＳに関するパラメータが設定される場合に送信される
。トリガータイプ１ＳＲＳは、上位層シグナリングによって、トリガータイプ１ＳＲＳに
関するパラメータが設定され、ＤＣＩフォーマット０、１Ａ、２Ｂ、２Ｃ、２Ｄ、または
４に含まれるＳＲＳリクエストによって送信が要求された場合に送信される。なお、ＳＲ
Ｓリクエストは、ＤＣＩフォーマット０、１Ａ、または４についてはＦＤＤとＴＤＤの両
方に含まれ、ＤＣＩフォーマット２Ｂ、２Ｃ、または２ＤについてはＴＤＤにのみ含まれ
る。同じサービングセルの同じサブフレームでトリガータイプ０ＳＲＳの送信とトリガー
タイプ１ＳＲＳの送信が生じる場合、トリガータイプ１ＳＲＳの送信が優先される。
【００７２】
　　＜本実施形態における基地局装置１の構成例＞
　図３は、本実施形態の基地局装置１の構成を示す概略ブロック図である。図示するよう
に、基地局装置１は、上位層処理部１０１、制御部１０３、受信部１０５、送信部１０７
、および、送受信アンテナ１０９、を含んで構成される。また、受信部１０５は、復号化
部１０５１、復調部１０５３、多重分離部１０５５、無線受信部１０５７、およびチャネ
ル測定部１０５９を含んで構成される。また、送信部１０７は、符号化部１０７１、変調
部１０７３、多重部１０７５、無線送信部１０７７、および下りリンク参照信号生成部１
０７９を含んで構成される。
【００７３】
　上位層処理部１０１は、媒体アクセス制御（MAC:　Medium　Access　Control）層、パ
ケットデータ統合プロトコル（Packet　Data　Convergence　Protocol:　PDCP）層、無線
リンク制御（Radio　Link　Control:　RLC）層、無線リソース制御（Radio　Resource　C
ontrol:　RRC）層の処理を行なう。また、上位層処理部１０１は、受信部１０５、および
送信部１０７の制御を行うために制御情報を生成し、制御部１０３に出力する。
【００７４】
　制御部１０３は、上位層処理部１０１からの制御情報に基づいて、受信部１０５および
送信部１０７の制御を行う。制御部１０３は、上位層処理部１０１への制御情報を生成し
、上位層処理部１０１に出力する。制御部１０３は、復号化部１０５１からの復号化され
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た信号およびチャネル測定部１０５９からのチャネル推定結果を入力する。制御部１０３
は、符号化する信号を符号化部１０７１へ出力する。また、制御部１０３は、基地局装置
１の全体または一部を制御するために用いられてもよい。
【００７５】
　上位層処理部１０１は、無線リソース制御、サブフレーム設定、スケジューリング制御
、および／または、ＣＳＩ報告制御に関する処理および管理を行う。上位層処理部１０１
における処理および管理は、端末装置毎、または基地局装置に接続している端末装置共通
に行われる。上位層処理部１０１における処理および管理は、上位層処理部１０１のみで
行われてもよいし、上位ノードまたは他の基地局装置から取得してもよい。
【００７６】
　上位層処理部１０１における無線リソース制御では、下りリンクデータ（トランスポー
トブロック）、システムインフォメーション、ＲＲＣメッセージ（ＲＲＣパラメータ）、
および／または、ＭＡＣ　ＣＥ（Control　Element）の生成および／または管理が行われ
る。
【００７７】
　上位層処理部１０１におけるサブフレーム設定では、サブフレーム設定、サブフレーム
パターン設定、上りリンク－下りリンク設定、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および／
または、下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定の管理が行われる。なお、上位層処理部１０１に
おけるサブフレーム設定は、基地局サブフレーム設定とも呼称される。また、上位層処理
部１０１におけるサブフレーム設定は、上りリンクのトラフィック量および下りリンクの
トラフィック量に基づいて決定できる。また、上位層処理部１０１におけるサブフレーム
設定は、上位層処理部１０１におけるスケジューリング制御のスケジューリング結果に基
づいて決定できる。
【００７８】
　上位層処理部１０１におけるスケジューリング制御では、受信したチャネル状態情報お
よびチャネル測定部１０５９から入力された伝搬路の推定値やチャネルの品質などに基づ
いて、物理チャネル（ＰＤＳＣＨおよびＰＵＳＣＨ）を割り当てる周波数およびサブフレ
ーム、物理チャネル（ＰＤＳＣＨおよびＰＵＳＣＨ）の符号化率および変調方式および送
信電力などが決定される。例えば、制御部１０３は、上位層処理部１０１におけるスケジ
ューリング制御のスケジューリング結果に基づいて、制御情報（ＤＣＩフォーマット）を
生成する。
【００７９】
　上位層処理部１０１におけるＣＳＩ報告制御では、端末装置２のＣＳＩ報告が制御され
る。例えば、端末装置２がにおいてＣＳＩを算出するために想定するためのＣＳＩ参照リ
ソースに関する設定が制御される。
【００８０】
　受信部１０５は、制御部１０３からの制御に従って、送受信アンテナ１０９を介して端
末装置２から送信された信号を受信し、さらに分離、復調、復号などの受信処理を行い、
受信処理された情報を制御部１０３に出力する。なお、受信部１０５における受信処理は
、あらかじめ規定された設定、または基地局装置１が端末装置２に通知した設定に基づい
て行われる。
【００８１】
　無線受信部１０５７は、送受信アンテナ１０９を介して受信された上りリンクの信号に
対して、中間周波数への変換（ダウンコンバート）、不要な周波数成分の除去、信号レベ
ルが適切に維持されるように増幅レベルの制御、受信された信号の同相成分および直交成
分に基づく直交復調、アナログ信号からディジタル信号への変換、ガードインターバル（
Guard　Interval:　GI）の除去、および／または、高速フーリエ変換（Fast　Fourier　T
ransform:　FFT）による周波数領域の信号の抽出を行う。
【００８２】
　多重分離部１０５５は、無線受信部１０５７から入力された信号から、ＰＵＣＣＨまた
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はＰＵＳＣＨなどの上りリンクチャネルおよび／または上りリンク参照信号を分離する。
多重分離部１０５５は、上りリンク参照信号をチャネル測定部１０５９に出力する。多重
分離部１０５５は、チャネル測定部１０５９から入力された伝搬路の推定値から、上りリ
ンクチャネルに対する伝搬路の補償を行う。
【００８３】
　復調部１０５３は、上りリンクチャネルの変調シンボルに対して、ＢＰＳＫ（Binary　
Phase　Shift　Keying）、ＱＰＳＫ（Quadrature　Phase　shift　Keying）、１６ＱＡＭ
（Quadrature　Amplitude　Modulation）、６４ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ等の変調方式を用
いて受信信号の復調を行う。復調部１０５３は、ＭＩＭＯ多重された上りリンクチャネル
の分離および復調を行う。
【００８４】
　復号化部１０５１は、復調された上りリンクチャネルの符号化ビットに対して、復号処
理を行う。復号された上りリンクデータおよび／または上りリンク制御情報は制御部１０
３へ出力される。復号化部１０５１は、ＰＵＳＣＨに対しては、トランスポートブロック
毎に復号処理を行う。
【００８５】
　チャネル測定部１０５９は、多重分離部１０５５から入力された上りリンク参照信号か
ら伝搬路の推定値および／またはチャネルの品質などを測定し、多重分離部１０５５およ
び／または制御部１０３に出力する。例えば、ＵＬ－ＤＭＲＳはＰＵＣＣＨまたはＰＵＳ
ＣＨに対する伝搬路補償を行うための伝搬路の推定値を測定し、ＳＲＳは上りリンクにお
けるチャネルの品質を測定する。
【００８６】
　送信部１０７は、制御部１０３からの制御に従って、上位層処理部１０１から入力され
た下りリンク制御情報および下りリンクデータに対して、符号化、変調および多重などの
送信処理を行う。例えば、送信部１０７は、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、Ｐ
ＤＳＣＨ、および下りリンク参照信号を生成および多重し、送信信号を生成する。なお、
送信部１０７における送信処理は、あらかじめ規定された設定、基地局装置１が端末装置
２に通知した設定、または、同一のサブフレームで送信されるＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣ
ＣＨを通じて通知される設定に基づいて行われる。
【００８７】
　符号化部１０７１は、制御部１０３から入力されたＨＡＲＱインディケータ（ＨＡＲＱ
－ＡＣＫ）、下りリンク制御情報、および下りリンクデータを、ブロック符号化、畳込み
符号化、ターボ符号化等の所定の符号化方式を用いて符号化を行う。変調部１０７３は、
符号化部１０７１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４
ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ等の所定の変調方式で変調する。下りリンク参照信号生成部１０７
９は、物理セル識別子（ＰＣＩ：Physical　cell　identification）、端末装置２に設定
されたＲＲＣパラメータなどに基づいて、下りリンク参照信号を生成する。多重部１０７
５は、各チャネルの変調シンボルと下りリンク参照信号を多重し、所定のリソースエレメ
ントに配置する。
【００８８】
　無線送信部１０７７は、多重部１０７５からの信号に対して、逆高速フーリエ変換（In
verse　Fast　Fourier　Transform:　IFFT）による時間領域の信号への変換、ガードイン
ターバルの付加、ベースバンドのディジタル信号の生成、アナログ信号への変換、直交変
調、中間周波数の信号から高周波数の信号への変換（アップコンバート:　up　convert）
、余分な周波数成分の除去、電力の増幅などの処理を行い、送信信号を生成する。無線送
信部１０７７が出力した送信信号は、送受信アンテナ１０９から送信される。
【００８９】
　　＜本実施形態における端末装置２の構成例＞
　図４は、本実施形態の端末装置２の構成を示す概略ブロック図である。図示するように
、端末装置２は、上位層処理部２０１、制御部２０３、受信部２０５、送信部２０７、お
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よび送受信アンテナ２０９を含んで構成される。また、受信部２０５は、復号化部２０５
１、復調部２０５３、多重分離部２０５５、無線受信部２０５７、およびチャネル測定部
２０５９を含んで構成される。また、送信部２０７は、符号化部２０７１、変調部２０７
３、多重部２０７５、無線送信部２０７７、および上りリンク参照信号生成部２０７９を
含んで構成される。
【００９０】
　上位層処理部２０１は、上りリンクデータ（トランスポートブロック）を、制御部２０
３に出力する。上位層処理部２０１は、媒体アクセス制御（MAC:　Medium　Access　Cont
rol）層、パケットデータ統合プロトコル（Packet　Data　Convergence　Protocol:　PDC
P）層、無線リンク制御（Radio　Link　Control:　RLC）層、無線リソース制御（Radio　
Resource　Control:　RRC）層の処理を行なう。また、上位層処理部２０１は、受信部２
０５、および送信部２０７の制御を行うために制御情報を生成し、制御部２０３に出力す
る。
【００９１】
　制御部２０３は、上位層処理部２０１からの制御情報に基づいて、受信部２０５および
送信部２０７の制御を行う。制御部２０３は、上位層処理部２０１への制御情報を生成し
、上位層処理部２０１に出力する。制御部２０３は、復号化部２０５１からの復号化され
た信号およびチャネル測定部２０５９からのチャネル推定結果を入力する。制御部２０３
は、符号化する信号を符号化部２０７１へ出力する。また、制御部２０３は、端末装置２
の全体または一部を制御するために用いられてもよい。
【００９２】
　上位層処理部２０１は、無線リソース制御、サブフレーム設定、スケジューリング制御
、および／または、ＣＳＩ報告制御に関する処理および管理を行う。上位層処理部２０１
における処理および管理は、あらかじめ規定される設定、および／または、基地局装置１
から設定または通知される制御情報に基づく設定に基づいて行われる。例えば、基地局装
置１からの制御情報は、ＲＲＣパラメータ、ＭＡＣ制御エレメントまたはＤＣＩを含む。
【００９３】
　上位層処理部２０１における無線リソース制御では、自装置における設定情報の管理が
行われる。上位層処理部２０１における無線リソース制御では、上りリンクデータ（トラ
ンスポートブロック）、システムインフォメーション、ＲＲＣメッセージ（ＲＲＣパラメ
ータ）、および／または、ＭＡＣ制御エレメント（ＣＥ：Control　Element）の生成およ
び／または管理が行われる。
【００９４】
　上位層処理部２０１におけるサブフレーム設定では、基地局装置１および／または基地
局装置１とは異なる基地局装置におけるサブフレーム設定が管理される。サブフレーム設
定は、サブフレームに対する上りリンクまたは下りリンクの設定、サブフレームパターン
設定、上りリンク－下りリンク設定、上りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定、および／または、
下りリンク参照ＵＬ－ＤＬ設定を含む。なお、上位層処理部２０１におけるサブフレーム
設定は、端末サブフレーム設定とも呼称される。
【００９５】
　上位層処理部２０１におけるスケジューリング制御では、基地局装置１からのＤＣＩ（
スケジューリング情報）に基づいて、受信部２０５および送信部２０７に対するスケジュ
ーリングに関する制御を行うための制御情報が生成される。
【００９６】
　上位層処理部２０１におけるＣＳＩ報告制御では、基地局装置１に対するＣＳＩの報告
に関する制御が行われる。例えば、ＣＳＩ報告制御では、チャネル測定部２０５９でＣＳ
Ｉを算出するために想定するためのＣＳＩ参照リソースに関する設定が制御される。ＣＳ
Ｉ報告制御では、ＤＣＩおよび／またはＲＲＣパラメータに基づいて、ＣＳＩを報告する
ために用いられるリソース（タイミング）を制御する。
【００９７】



(18) JP 6773052 B2 2020.10.21

10

20

30

40

50

　受信部２０５は、制御部２０３からの制御に従って、送受信アンテナ２０９を介して基
地局装置１から送信された信号を受信し、さらに分離、復調、復号などの受信処理を行い
、受信処理された情報を制御部２０３に出力する。なお、受信部２０５における受信処理
は、あらかじめ規定された設定、または基地局装置１からの通知または設定に基づいて行
われる。
【００９８】
　無線受信部２０５７は、送受信アンテナ２０９を介して受信された上りリンクの信号に
対して、中間周波数への変換（ダウンコンバート）、不要な周波数成分の除去、信号レベ
ルが適切に維持されるように増幅レベルの制御、受信された信号の同相成分および直交成
分に基づく直交復調、アナログ信号からディジタル信号への変換、ガードインターバル（
Guard　Interval:　GI）の除去、および／または、高速フーリエ変換（Fast　Fourier　T
ransform:　FFT）による周波数領域の信号の抽出を行う。
【００９９】
　多重分離部２０５５は、無線受信部２０５７から入力された信号から、ＰＨＩＣＨ、Ｐ
ＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨまたはＰＤＳＣＨなどの下りリンクチャネル、下りリンク同期信
号および／または下りリンク参照信号を分離する。多重分離部２０５５は、下りリンク参
照信号をチャネル測定部２０５９に出力する。多重分離部２０５５は、チャネル測定部２
０５９から入力された伝搬路の推定値から、下りリンクチャネルに対する伝搬路の補償を
行う。
【０１００】
　復調部２０５３は、下りリンクチャネルの変調シンボルに対して、ＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ
、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ等の変調方式を用いて受信信号の復調を行う。
復調部２０５３は、ＭＩＭＯ多重された下りリンクチャネルの分離および復調を行う。
【０１０１】
　復号化部２０５１は、復調された下りリンクチャネルの符号化ビットに対して、復号処
理を行う。復号された下りリンクデータおよび／または下りリンク制御情報は制御部２０
３へ出力される。復号化部２０５１は、ＰＤＳＣＨに対しては、トランスポートブロック
毎に復号処理を行う。
【０１０２】
　チャネル測定部２０５９は、多重分離部２０５５から入力された下りリンク参照信号か
ら伝搬路の推定値および／またはチャネルの品質などを測定し、多重分離部２０５５およ
び／または制御部２０３に出力する。チャネル測定部２０５９が測定に用いる下りリンク
参照信号は、少なくともＲＲＣパラメータによって設定される送信モードおよび／または
他のＲＲＣパラメータに基づいて決定されてもよい。例えば、ＤＬ－ＤＭＲＳはＰＤＳＣ
ＨまたはＥＰＤＣＣＨに対する伝搬路補償を行うための伝搬路の推定値を測定する。ＣＲ
ＳはＰＤＣＣＨまたはＰＤＳＣＨに対する伝搬路補償を行うための伝搬路の推定値、およ
び／または、ＣＳＩを報告するための下りリンクにおけるチャネルを測定する。ＣＳＩ－
ＲＳは、ＣＳＩを報告するための下りリンクにおけるチャネルを測定する。チャネル測定
部２０５９は、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳまたは検出信号に基づいて、ＲＳＲＰ（Reference
　Signal　Received　Power）および／またはＲＳＲＱ（Reference　Signal　Received　
Quality）を算出し、上位層処理部２０１へ出力する。
【０１０３】
　送信部２０７は、制御部２０３からの制御に従って、上位層処理部２０１から入力され
た上りリンク制御情報および上りリンクデータに対して、符号化、変調および多重などの
送信処理を行う。例えば、送信部２０７は、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨなどの上りリン
クチャネルおよび／または上りリンク参照信号を生成および多重し、送信信号を生成する
。なお、送信部２０７における送信処理は、あらかじめ規定された設定、または、基地局
装置１から設定または通知に基づいて行われる。
【０１０４】
　符号化部２０７１は、制御部２０３から入力されたＨＡＲＱインディケータ（ＨＡＲＱ
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－ＡＣＫ）、上りリンク制御情報、および上りリンクデータを、ブロック符号化、畳込み
符号化、ターボ符号化等の所定の符号化方式を用いて符号化を行う。変調部２０７３は、
符号化部２０７１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４
ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ等の所定の変調方式で変調する。上りリンク参照信号生成部２０７
９は、端末装置２に設定されたＲＲＣパラメータなどに基づいて、上りリンク参照信号を
生成する。多重部２０７５は、各チャネルの変調シンボルと上りリンク参照信号を多重し
、所定のリソースエレメントに配置する。
【０１０５】
　無線送信部２０７７は、多重部２０７５からの信号に対して、逆高速フーリエ変換（In
verse　Fast　Fourier　Transform:　IFFT）による時間領域の信号への変換、ガードイン
ターバルの付加、ベースバンドのディジタル信号の生成、アナログ信号への変換、直交変
調、中間周波数の信号から高周波数の信号への変換（アップコンバート:　up　convert）
、余分な周波数成分の除去、電力の増幅などの処理を行い、送信信号を生成する。無線送
信部２０７７が出力した送信信号は、送受信アンテナ２０９から送信される。
【０１０６】
　　＜本実施形態における制御情報のシグナリング＞
　基地局装置１および端末装置２は、それぞれ制御情報のシグナリング（通知、報知、設
定）のために、様々な方法を用いることができる。制御情報のシグナリングは、様々な層
（レイヤー）で行うことができる。制御情報のシグナリングは、物理層（レイヤー）を通
じたシグナリングである物理層シグナリング、ＲＲＣ層を通じたシグナリングであるＲＲ
Ｃシグナリング、および、ＭＡＣ層を通じたシグナリングであるＭＡＣシグナリングなど
を含む。ＲＲＣシグナリングは、端末装置２に固有の制御情報を通知する専用のＲＲＣシ
グナリング（Dedicated　RRC　signaling）、または、基地局装置１に固有の制御情報を
通知する共通のＲＲＣシグナリング（Common　RRC　signaling）である。ＲＲＣシグナリ
ングやＭＡＣシグナリングなど、物理層から見て上位の層が用いるシグナリングは上位層
シグナリングとも呼称される。
【０１０７】
　ＲＲＣシグナリングは、ＲＲＣパラメータをシグナリングすることにより実現される。
ＭＡＣシグナリングは、ＭＡＣ制御エレメントをシグナリングすることにより実現される
。物理層シグナリングは、下りリンク制御情報（ＤＣＩ：Downlink　Control　Informati
on）または上りリンクリンク制御情報（ＵＣＩ：Uplink　Control　Information）をシグ
ナリングすることにより実現される。ＲＲＣパラメータおよびＭＡＣ制御エレメントは、
ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨを用いて送信される。ＤＣＩは、ＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣ
ＣＨを用いて送信される。ＵＣＩは、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨを用いて送信される。
ＲＲＣシグナリングおよびＭＡＣシグナリングは、準静的（semi-static）な制御情報を
シグナリングするために用いられ、準静的シグナリングとも呼称される。物理層シグナリ
ングは、動的（dynamic）な制御情報をシグナリングするために用いられ、動的シグナリ
ングとも呼称される。ＤＣＩは、ＰＤＳＣＨのスケジューリングまたはＰＵＳＣＨのスケ
ジューリングなどのために用いられる。ＵＣＩは、ＣＳＩ報告、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告、
および／またはスケジューリング要求（ＳＲ：Scheduling　Request）などのために用い
られる。
【０１０８】
　　＜本実施形態における下りリンク制御情報の詳細＞
　ＤＣＩはあらかじめ規定されるフィールドを有するＤＣＩフォーマットを用いて通知さ
れる。ＤＣＩフォーマットに規定されるフィールドは、所定の情報ビットがマッピングさ
れる。ＤＣＩは、下りリンクスケジューリング情報、上りリンクスケジューリング情報、
サイドリンクスケジューリング情報、非周期的ＣＳＩ報告の要求、または、上りリンク送
信電力コマンドを通知する。
【０１０９】
　端末装置２がモニタするＤＣＩフォーマットは、サービングセル毎に設定された送信モ
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ードによって決まる。すなわち、端末装置２がモニタするＤＣＩフォーマットの一部は、
送信モードによって異なることができる。例えば、下りリンク送信モード１が設定された
端末装置２は、ＤＣＩフォーマット１ＡとＤＣＩフォーマット１をモニタする。例えば、
下りリンク送信モード４が設定された端末装置２は、ＤＣＩフォーマット１ＡとＤＣＩフ
ォーマット２をモニタする。例えば、上りリンク送信モード１が設定された端末装置２は
、ＤＣＩフォーマット０をモニタする。例えば、上りリンク送信モード２が設定された端
末装置２は、ＤＣＩフォーマット０とＤＣＩフォーマット４をモニタする。
【０１１０】
　端末装置２に対するＤＣＩを通知するＰＤＣＣＨが配置される制御領域は通知されず、
端末装置２は端末装置２に対するＤＣＩをブラインドデコーディング（ブラインド検出）
により検出する。具体的には、端末装置２は、サービングセルにおいて、ＰＤＣＣＨ候補
のセットをモニタする。モニタリングは、そのセットの中のＰＤＣＣＨのそれぞれに対し
て、全てのモニタされるＤＣＩフォーマットによって復号を試みることを意味する。例え
ば、端末装置２は、端末装置２宛に送信される可能性がある全てのアグリゲーションレベ
ル、ＰＤＣＣＨ候補、および、ＤＣＩフォーマットについてデコードを試みる。端末装置
２は、デコード（検出）が成功したＤＣＩ（ＰＤＣＣＨ）を端末装置２に対するＤＣＩ（
ＰＤＣＣＨ）として認識する。
【０１１１】
　ＤＣＩに対して、巡回冗長検査（ＣＲＣ:　Cyclic　Redundancy　Check）が付加される
。ＣＲＣは、ＤＣＩのエラー検出およびＤＣＩのブラインド検出のために用いられる。Ｃ
ＲＣ（ＣＲＣパリティビット）は、ＲＮＴＩ（Radio　Network　Temporary　Identifier
）によってスクランブルされる。端末装置２は、ＲＮＴＩに基づいて、端末装置２に対す
るＤＣＩかどうかを検出する。具体的には、端末装置２は、ＣＲＣに対応するビットに対
して、所定のＲＮＴＩでデスクランブルを行い、ＣＲＣを抽出し、対応するＤＣＩが正し
いかどうかを検出する。
【０１１２】
　ＲＮＴＩは、ＤＣＩの目的や用途に応じて規定または設定される。ＲＮＴＩは、Ｃ－Ｒ
ＮＴＩ（Cell-RNTI）、ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩ（Semi　Persistent　Scheduling　C-RNTI
）、ＳＩ－ＲＮＴＩ（System　Information-RNTI）、Ｐ－ＲＮＴＩ（Paging-RNTI）、Ｒ
Ａ－ＲＮＴＩ（Random　Access-RNTI）、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ（Transmit　Pow
er　Control-PUCCH-RNTI）、ＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩ（Transmit　Power　Control
-PUSCH-RNTI）、一時的Ｃ－ＲＮＴＩ、Ｍ－ＲＮＴＩ（MBMS　(Multimedia　Broadcast　M
uticast　Services)　-RNTI）、および、ｅＩＭＴＡ－ＲＮＴＩを含む。
【０１１３】
　Ｃ－ＲＮＴＩおよびＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、基地局装置１（セル）内において端末装
置２に固有のＲＮＴＩであり、端末装置２を識別するための識別子である。Ｃ－ＲＮＴＩ
は、あるサブフレームにおけるＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨをスケジューリングするため
に用いられる。ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨのためのリソース
の周期的なスケジューリングをアクティベーションまたはリリースするために用いられる
。ＳＩ－ＲＮＴＩでスクランブルされたＣＲＣを有する制御チャネルは、ＳＩＢ（System
　Information　Block）をスケジューリングするために用いられる。Ｐ－ＲＮＴＩでスク
ランブルされたＣＲＣを有する制御チャネルは、ページングを制御するために用いられる
。ＲＡ－ＲＮＴＩでスクランブルされたＣＲＣを有する制御チャネルは、ＲＡＣＨに対す
るレスポンスをスケジューリングするために用いられる。ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ
でスクランブルされたＣＲＣを有する制御チャネルは、ＰＵＣＣＨの電力制御を行うため
に用いられる。ＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩでスクランブルされたＣＲＣを有する制御
チャネルは、ＰＵＳＣＨの電力制御を行うために用いられる。Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－
ＲＮＴＩでスクランブルされたＣＲＣを有する制御チャネルは、Ｃ－ＲＮＴＩが設定また
は認識されていない移動局装置によって用いられる。Ｍ－ＲＮＴＩでスクランブルされた
ＣＲＣを有する制御チャネルは、ＭＢＭＳをスケジューリングするために用いられる。ｅ
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ＩＭＴＡ－ＲＮＴＩでスクランブルされたＣＲＣを有する制御チャネルは、動的ＴＤＤ（
ｅＩＭＴＡ）において、ＴＤＤサービングセルのＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ設定に関する情報を
通知するために用いられる。なお、上記のＲＮＴＩに限らず、新たなＲＮＴＩによってＤ
ＣＩフォーマットがスクランブルされてもよい。
【０１１４】
　　＜本実施形態における下りリンク制御チャネルの詳細＞
　ＤＣＩはＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨを用いて送信される。端末装置２は、ＲＲＣシ
グナリングによって設定された１つまたは複数のアクティベートされたサービングセルの
ＰＤＣＣＨ候補のセットおよび／またはＥＰＤＣＣＨ候補のセットをモニタする。ここで
、モニタリングとは、全てのモニタされるＤＣＩフォーマットに対応するセット内のＰＤ
ＣＣＨおよび／またはＥＰＤＣＣＨのデコードを試みることである。
【０１１５】
　ＰＤＣＣＨ候補のセットまたはＥＰＤＣＣＨ候補のセットは、サーチスペースとも呼称
される。サーチスペースには、共有サーチスペース（ＣＳＳ）と端末固有サーチスペース
（ＵＳＳ）が定義される。ＣＳＳは、ＰＤＣＣＨに関するサーチスペースのみに対して定
義されてもよい。
【０１１６】
　ＣＳＳ（Common　Search　Space）は、基地局装置１に固有のパラメータおよび／また
は予め規定されたパラメータに基づいて設定されるサーチスペースである。例えば、ＣＳ
Ｓは、複数の端末装置で共通に用いられるサーチスペースである。そのため、基地局装置
１が複数の端末装置で共通の制御チャネルをＣＳＳにマッピングすることにより、制御チ
ャネルを送信するためのリソースが低減される。
【０１１７】
　ＵＳＳ（UE-specific　Search　Space）は、少なくとも端末装置２に固有のパラメータ
を用いて設定されるサーチスペースである。そのため、ＵＳＳは、端末装置２に固有のサ
ーチスペースであり、端末装置２に固有の制御チャネルを個別に送信することができる。
そのため、基地局装置１は複数の端末装置に固有の制御チャネルを効率的にマッピングで
きる。
【０１１８】
　ＵＳＳは、複数の端末装置に共通に用いられるように設定されてもよい。複数の端末装
置に対して共通のＵＳＳが設定されるために、端末装置２に固有のパラメータは、複数の
端末装置の間で同じ値になるように設定される。例えば、複数の端末装置の間で同じパラ
メータに設定される単位は、セル、送信点、または所定の端末装置のグループなどである
。
【０１１９】
　アグリゲーションレベル毎のサーチスペースはＰＤＣＣＨ候補のセットによって定義さ
れる。ＰＤＣＣＨのそれぞれは、１つ以上のＣＣＥ（Control　Channel　Element）の集
合を用いて送信される。１つのＰＤＣＣＨに用いられるＣＣＥの数は、アグリゲーション
レベルとも呼称される。例えば、１つのＰＤＣＣＨに用いられるＣＣＥの数は、１、２、
４または８である。
【０１２０】
　アグリゲーションレベル毎のサーチスペースはＥＰＤＣＣＨ候補のセットによって定義
される。ＥＰＤＣＣＨのそれぞれは、１つ以上のＥＣＣＥ（Enhanced　Control　Channel
　Element）の集合を用いて送信される。１つのＥＰＤＣＣＨに用いられるＥＣＣＥの数
は、アグリゲーションレベルとも呼称される。例えば、１つのＥＰＤＣＣＨに用いられる
ＥＣＣＥの数は、１、２、４、８、１６または３２である。
【０１２１】
　ＰＤＣＣＨ候補の数またはＥＰＤＣＣＨ候補の数は、少なくともサーチスペースおよび
アグリゲーションレベルに基づいて決まる。例えば、ＣＳＳにおいて、アグリゲーション
レベル４および８におけるＰＤＣＣＨ候補の数はそれぞれ４および２である。例えば、Ｕ
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ＳＳにおいて、アグリゲーション１、２、４および８におけるＰＤＣＣＨ候補の数はそれ
ぞれ６、６、２および２である。
【０１２２】
　それぞれのＥＣＣＥは、複数のＥＲＥＧ（Enhanced　resource　element　group）で構
成される。ＥＲＥＧは、ＥＰＤＣＣＨのリソースエレメントに対するマッピングを定義す
るために用いられる。各ＲＢペアにおいて、０から１５に番号付けされる、１６個のＥＲ
ＥＧが定義される。すなわち、各ＲＢペアにおいて、ＥＲＥＧ０～ＥＲＥＧ１５が定義さ
れる。各ＲＢペアにおいて、ＥＲＥＧ０～ＥＲＥＧ１５は、所定の信号および／またはチ
ャネルがマッピングされるリソースエレメント以外のリソースエレメントに対して、周波
数方向を優先して、周期的に定義される。例えば、アンテナポート１０７～１１０で送信
されるＥＰＤＣＣＨに関連付けられる復調用参照信号がマッピングされるリソースエレメ
ントは、ＥＲＥＧを定義しない。
【０１２３】
　１つのＥＰＤＣＣＨに用いられるＥＣＣＥの数は、ＥＰＤＣＣＨフォーマットに依存し
、他のパラメータに基づいて決定される。１つのＥＰＤＣＣＨに用いられるＥＣＣＥの数
は、アグリゲーションレベルとも呼称される。例えば、１つのＥＰＤＣＣＨに用いられる
ＥＣＣＥの数は、１つのＲＢペアにおけるＥＰＤＣＣＨ送信に用いることができるリソー
スエレメントの数、ＥＰＤＣＣＨの送信方法などに基づいて、決定される。例えば、１つ
のＥＰＤＣＣＨに用いられるＥＣＣＥの数は、１、２、４、８、１６または３２である。
また、１つのＥＣＣＥに用いられるＥＲＥＧの数は、サブフレームの種類およびサイクリ
ックプレフィックスの種類に基づいて決定され、４または８である。ＥＰＤＣＣＨの送信
方法として、分散送信（Distributed　transmission）および局所送信（Localized　tran
smission）がサポートされる。
【０１２４】
　ＥＰＤＣＣＨは、分散送信または局所送信を用いることができる。分散送信および局所
送信は、ＥＲＥＧおよびＲＢペアに対するＥＣＣＥのマッピングが異なる。例えば、分散
送信において、１つのＥＣＣＥは、複数のＲＢペアのＥＲＥＧを用いて構成される。局所
送信において、１つのＥＣＣＥは、１つのＲＢペアのＥＲＥＧを用いて構成される。
【０１２５】
　基地局装置１は、端末装置２に対して、ＥＰＤＣＣＨに関する設定を行う。端末装置２
は、基地局装置１からの設定に基づいて、複数のＥＰＤＣＣＨをモニタリングする。端末
装置２がＥＰＤＣＣＨをモニタリングするＲＢペアのセットが、設定されうる。そのＲＢ
ペアのセットは、ＥＰＤＣＣＨセットまたはＥＰＤＣＣＨ－ＰＲＢセットとも呼称される
。１つの端末装置２に対して、１つ以上のＥＰＤＣＣＨセットが設定できる。各ＥＰＤＣ
ＣＨセットは、１つ以上のＲＢペアで構成される。また、ＥＰＤＣＣＨに関する設定は、
ＥＰＤＣＣＨセット毎に個別に行うことができる。
【０１２６】
　基地局装置１は、端末装置２に対して、所定数のＥＰＤＣＣＨセットを設定できる。例
えば、２つまでのＥＰＤＣＣＨセットが、ＥＰＤＣＣＨセット０および／またはＥＰＤＣ
ＣＨセット１として、設定できる。ＥＰＤＣＣＨセットのそれぞれは、所定数のＲＢペア
で構成できる。各ＥＰＤＣＣＨセットは、複数のＥＣＣＥの１つのセットを構成する。１
つのＥＰＤＣＣＨセットに構成されるＥＣＣＥの数は、そのＥＰＤＣＣＨセットとして設
定されるＲＢペアの数、および、１つのＥＣＣＥに用いられるＥＲＥＧの数に基づいて、
決定される。１つのＥＰＤＣＣＨセットに構成されるＥＣＣＥの数がＮである場合、各Ｅ
ＰＤＣＣＨセットは、０～Ｎ－１で番号付けされたＥＣＣＥを構成する。例えば、１つの
ＥＣＣＥに用いられるＥＲＥＧの数が４である場合、４つのＲＢペアで構成されるＥＰＤ
ＣＣＨセットは１６個のＥＣＣＥを構成する。
【０１２７】
　　＜本実施形態におけるチャネル状態情報の詳細＞
　端末装置２は基地局装置１にＣＳＩを報告（レポート）する。ＣＳＩを報告するために
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用いられる時間および周波数のリソースは、基地局装置１によって制御される。端末装置
２は、基地局装置１からＲＲＣシグナリングによってＣＳＩに関する設定が行われる。端
末装置２は、所定の送信モードにおいて、１つ以上のＣＳＩプロセスが設定される。端末
装置２によって報告されるＣＳＩは、ＣＳＩプロセスに対応する。例えば、ＣＳＩプロセ
スは、ＣＳＩに関する制御または設定の単位である。ＣＳＩプロセスのそれぞれは、ＣＳ
Ｉ－ＲＳリソース、ＣＳＩ－ＩＭリソース、周期的ＣＳＩ報告に関する設定（例えば、報
告の周期とオフセット）、および／または、非周期的ＣＳＩ報告に関する設定を独立に設
定できる。
【０１２８】
　ＣＳＩは、ＣＱＩ（Channel　quality　indicator）、ＰＭＩ（Precoding　matrix　in
dicator）、ＰＴＩ（Precoding　type　indicator）、ＲＩ（Rank　indicator）、および
／またはＣＲＩ（CSI-RS　resource　indicator）で構成される。ＲＩは、送信レイヤー
の数（ランク数）を示す。ＰＭＩは、予め規定されたプレコーディング行列を示す情報で
ある。ＰＭＩは、１つの情報または２つの情報により、１つのプレコーディング行列を示
す。２つの情報を用いる場合のＰＭＩは、第１のＰＭＩと第２のＰＭＩとも呼称される。
ＣＱＩは、予め規定された変調方式と符号化率との組み合わせを示す情報である。ＣＲＩ
は、１つのＣＳＩプロセスにおいてＣＳＩ－ＲＳリソースが２つ以上設定された場合に、
それらのＣＳＩ－ＲＳリソースから選択される１つのＣＳＩ－ＲＳリソースを示す情報（
シングルインスタンス）である。端末装置２は、基地局装置１に推奨するＣＳＩを報告す
る。端末装置２は、トランスポートブロック（コードワード）毎に、所定の受信品質を満
たすＣＱＩを報告する。
【０１２９】
　ＣＲＩの報告において、設定されるＣＳＩ－ＲＳリソースから１つのＣＳＩ－ＲＳリソ
ースが選択される。ＣＲＩが報告された場合、報告されるＰＭＩ、ＣＱＩおよびＲＩは、
その報告されたＣＲＩに基づいて算出（選択）される。例えば、設定されるＣＳＩ－ＲＳ
リソースがそれぞれプレコーディングされる場合、端末装置２がＣＲＩを報告することに
より、端末装置２に好適なプレコーディング（ビーム）が報告される。
【０１３０】
　周期的ＣＳＩ報告が可能なサブフレーム（reporting　instances）は、上位層のパラメ
ータ（ＣＱＩＰＭＩインデックス、ＲＩインデックス、ＣＲＩインデックス）により設定
される、報告の周期およびサブフレームオフセットによって決定される。なお、上位層の
パラメータは、ＣＳＩを測定するために設定されるサブフレームセットに独立に設定でき
る。複数のサブフレームセットに対して１つの情報しか設定されない場合、その情報は、
サブフレームセット間で共通とすることができる。それぞれのサービングセルにおいて、
１つ以上の周期的ＣＳＩ報告は、上位層のシグナリングによって設定される。
【０１３１】
　ＣＳＩ報告タイプは、ＰＵＣＣＨ　ＣＳＩ報告モードをサポートしている。ＣＳＩ報告
タイプは、ＰＵＣＣＨ報告タイプとも呼称される。タイプ１報告は、端末選択サブバンド
に対するＣＱＩのフィードバックをサポートしている。タイプ１ａ報告は、サブバンドＣ
ＱＩと第２のＰＭＩのフィードバンクをサポートしている。タイプ２、タイプ２ｂ、タイ
プ２ｃ報告は、ワイドバンドＣＱＩとＰＭＩのフィードバックをサポートしている。タイ
プ２ａ報告は、ワイドバンドＰＭＩのフィードバンクをサポートしている。タイプ３報告
は、ＲＩのフィードバックをサポートしている。タイプ４報告は、ワイドバンドＣＱＩの
フィードバックをサポートしている。タイプ５報告は、ＲＩとワイドバンドＰＭＩのフィ
ードバックをサポートしている。タイプ６報告は、ＲＩとＰＴＩのフィードバックをサポ
ートしている。タイプ７報告は、ＣＲＩとＲＩのフィードバックをサポートしている。タ
イプ８報告は、ＣＲＩとＲＩとワイドバンドＰＭＩのフィードバックをサポートしている
。タイプ９報告は、ＣＲＩとＲＩとＰＴＩのフィードバックをサポートしている。タイプ
１０報告は、ＣＲＩのフィードバックをサポートしている。
【０１３２】
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　端末装置２は、基地局装置１からＣＳＩ測定およびＣＳＩ報告に関する情報が設定され
る。ＣＳＩ測定は、参照信号および／または参照リソース（例えば、ＣＲＳ、ＣＳＩ－Ｒ
Ｓ、ＣＳＩ－ＩＭリソース、および／またはＤＲＳ）に基づいて行われる。ＣＳＩ測定に
用いられる参照信号は、送信モードの設定などに基づいて決まる。ＣＳＩ測定は、チャネ
ル測定と干渉測定とに基づいて行われる。例えば、チャネル測定は、所望のセルの電力を
測定する。干渉測定は、所望のセル以外の電力と雑音電力とを測定する。
【０１３３】
　例えば、ＣＳＩ測定において、端末装置２は、ＣＲＳに基づいてチャネル測定と干渉測
定とを行う。例えば、ＣＳＩ測定において、端末装置２は、ＣＳＩ－ＲＳに基づいてチャ
ネル測定を行い、ＣＲＳに基づいて干渉測定を行う。例えば、ＣＳＩ測定において、端末
装置２は、ＣＳＩ－ＲＳに基づいてチャネル測定を行い、ＣＳＩ－ＩＭリソースに基づい
て干渉測定を行う。
【０１３４】
　ＣＳＩプロセスは、上位層のシグナリングによって端末装置２に固有の情報として設定
される。端末装置２は、１つ以上のＣＳＩプロセスが設定され、そのＣＳＩプロセスの設
定に基づいてＣＳＩ測定およびＣＳＩ報告を行う。例えば、端末装置２は、複数のＣＳＩ
プロセスが設定された場合、それらのＣＳＩプロセスに基づく複数のＣＳＩを独立に報告
する。それぞれのＣＳＩプロセスは、セル状態情報のための設定、ＣＳＩプロセスの識別
子、ＣＳＩ－ＲＳに関する設定情報、ＣＳＩ－ＩＭに関する設定情報、ＣＳＩ報告のため
に設定されるサブフレームパターン、周期的なＣＳＩ報告に関する設定情報、および／ま
たは、非周期的なＣＳＩ報告に関する設定情報を含む。なお、セル状態情報のための設定
は、複数のＣＳＩプロセスに対して共通であってもよい。
【０１３５】
　端末装置２は、ＣＳＩ測定を行うためにＣＳＩ参照リソースを用いる。例えば、端末装
置２は、ＣＳＩ参照リソースで示される下りリンク物理リソースブロックのグループを用
いて、ＰＤＳＣＨが送信される場合のＣＳＩを測定する。ＣＳＩサブフレームセットが上
位層のシグナリングによって設定された場合、それぞれのＣＳＩ参照リソースは、ＣＳＩ
サブフレームセットのいずれかに属し、ＣＳＩサブフレームセットの両方に属しない。
【０１３６】
　周波数方向において、ＣＳＩ参照リソースは、測定されるＣＱＩの値に関連するバンド
に対応する下りリンク物理リソースブロックのグループによって定義される。
【０１３７】
　レイヤー方向（空間方向）において、ＣＳＩ参照リソースは、測定されるＣＱＩが条件
をつけるＲＩおよびＰＭＩによって定義される。すなわち、レイヤー方向（空間方向）に
おいて、ＣＳＩ参照リソースは、ＣＱＩを測定する時に想定または生成されたＲＩおよび
ＰＭＩによって定義される。
【０１３８】
　時間方向において、ＣＳＩ参照リソースは、所定の１つ以上の下りリンクサブフレーム
によって定義される。具体的には、ＣＳＩ参照リソースは、ＣＳＩ報告するサブフレーム
より所定数前の有効なサブフレームによって定義される。ＣＳＩ参照リソースを定義する
所定のサブフレーム数は、送信モード、フレーム構成タイプ、設定されるＣＳＩプロセス
の数、および／または、ＣＳＩ報告モードなどに基づいて決まる。例えば、端末装置２に
対して、１つのＣＳＩプロセスと周期的なＣＳＩ報告のモードが設定される場合、ＣＳＩ
参照リソースを定義する所定のサブフレーム数は、有効な下りリンクサブフレームのうち
、４以上の最小値である。
【０１３９】
　有効なサブフレームは、所定の条件を満たすサブフレームである。あるサービングセル
における下りリンクサブフレームは、以下の条件の一部または全部が当てはまる場合、有
効であると考えられる。
　　（１）有効な下りリンクサブフレームは、ON状態およびOFF状態に関するＲＲＣパラ
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メータが設定される端末装置２において、ON状態のサブフレームである。
　　（２）有効な下りリンクサブフレームは、端末装置２において下りリンクサブフレー
ムとして設定される。
　　（３）有効な下りリンクサブフレームは、所定の送信モードにおいて、ＭＢＳＦＮ（
Multimedia　Broadcast　multicast　service　Single　Frequency　Network）サブフレ
ームではない。
　　（４）有効な下りリンクサブフレームは、端末装置２に設定された測定間隔（measur
ement　gap）の範囲に含まれない。
　　（５）有効な下りリンクサブフレームは、周期的なＣＳＩ報告において、端末装置２
にＣＳＩサブフレームセットが設定される時、周期的なＣＳＩ報告にリンクされるＣＳＩ
サブフレームセットの要素または一部である。
　　（６）有効な下りリンクサブフレームは、ＣＳＩプロセスに対する非周期的ＣＳＩ報
告において、上りリンクのＤＣＩフォーマット内の対応するＣＳＩリクエストを伴う下り
リンクサブフレームにリンクされるＣＳＩサブフレームセットの要素または一部である。
その条件において、端末装置２に所定の送信モードと、複数のＣＳＩプロセスと、ＣＳＩ
プロセスに対するＣＳＩサブフレームセットとが設定される。
【０１４０】
　　＜本実施形態におけるマルチキャリア送信の詳細＞
　端末装置２は複数のセルが設定され、マルチキャリア送信を行うことができる。端末装
置２が複数のセルを用いてる通信は、ＣＡ（キャリアアグリゲーション）またはＤＣ（デ
ュアルコネクティビティ）と称される。本実施形態に記載の内容は、端末装置２に対して
設定される複数のセルのそれぞれまたは一部に適用できる。端末装置２に設定されるセル
を、サービングセルとも称する。
【０１４１】
　ＣＡおいて、設定される複数のサービングセルは、１つのプライマリーセル（PCell:　
Primary　Cell）と１つ以上のセカンダリーセル（SCell:　Secondary　Cell）とを含む。
ＣＡをサポートしている端末装置２に対して、１つのプライマリーセルと１つ以上のセカ
ンダリーセルが設定されうる。
【０１４２】
　プライマリーセルは、初期コネクション構築（initial　connection　establishment）
手続きが行なわれたサービングセル、コネクション再構築（connection　re-establishme
nt）手続きを開始したサービングセル、または、ハンドオーバ手続きにおいてプライマリ
ーセルと指示されたセルである。プライマリーセルは、プライマリー周波数でオペレーシ
ョンする。セカンダリーセルは、コネクションの構築または再構築以降に設定されうる。
セカンダリーセルは、セカンダリー周波数でオペレーションする。なお、コネクションは
、ＲＲＣコネクションとも称される。
【０１４３】
　ＤＣは、少なくとも２つの異なるネットワークポイントから提供される無線リソースを
所定の端末装置２が消費するオペレーションである。ネットワークポイントは、マスター
基地局装置（MeNB:　Master　eNB）とセカンダリー基地局装置（SeNB:　Secondary　eNB
）である。デュアルコネクティビティは、端末装置２が、少なくとも２つのネットワーク
ポイントでＲＲＣ接続を行なうことである。デュアルコネクティビティにおいて、２つの
ネットワークポイントは、非理想的バックホール（non-ideal　backhaul）によって接続
されてもよい。
【０１４４】
　ＤＣにおいて、少なくともＳ１－ＭＭＥ（Mobility　Management　Entity）に接続され
、コアネットワークのモビリティアンカーの役割を果たす基地局装置１をマスター基地局
装置と称される。また、端末装置２に対して追加の無線リソースを提供するマスター基地
局装置ではない基地局装置１をセカンダリー基地局装置と称される。マスター基地局装置
に関連されるサービングセルのグループは、マスターセルグループ（MCG:　Master　Cell
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　Group）とも呼称される。セカンダリー基地局装置に関連されるサービングセルのグル
ープは、セカンダリーセルグループ（SCG:　Secondary　Cell　Group）とも呼称される。
【０１４５】
　ＤＣにおいて、プライマリーセルは、ＭＣＧに属する。また、ＳＣＧにおいて、プライ
マリーセルに相当するセカンダリーセルをプライマリーセカンダリーセル（PSCell:　Pri
mary　Secondary　Cell）と称する。ＰＳＣｅｌｌ（ｐＳＣｅｌｌを構成する基地局装置
）には、ＰＣｅｌｌ（ＰＣｅｌｌを構成する基地局装置）と同等の機能（能力、性能）が
サポートされてもよい。また、ＰＳＣｅｌｌには、ＰＣｅｌｌの一部の機能だけがサポー
トされてもよい。例えば、ＰＳＣｅｌｌには、ＣＳＳまたはＵＳＳとは異なるサーチスペ
ースを用いて、ＰＤＣＣＨ送信を行なう機能がサポートされてもよい。また、ＰＳＣｅｌ
ｌは、常にアクティベーションの状態であってもよい。また、ＰＳＣｅｌｌは、ＰＵＣＣ
Ｈを受信できるセルである。
【０１４６】
　ＤＣにおいて、無線ベアラ（データ無線ベアラ（DRB:　Date　Radio　Bearer）および
／またはシグナリング無線ベアラ（SRB:　Signalling　Radio　Bearer））は、ＭｅＮＢ
とＳｅＮＢで個別に割り当てられてもよい。ＭＣＧ（ＰＣｅｌｌ）とＳＣＧ（ＰＳＣｅｌ
ｌ）に対して、それぞれ個別にデュプレックスモードが設定されてもよい。ＭＣＧ（ＰＣ
ｅｌｌ）とＳＣＧ（ＰＳＣｅｌｌ）は、互いに同期されなくてもよい。ＭＣＧ（ＰＣｅｌ
ｌ）とＳＣＧ（ＰＳＣｅｌｌ）に対して、複数のタイミング調整のためのパラメータ（TA
G:　Timing　Advancce　Group）が独立に設定されてもよい。デュアルコネクティビティ
において、端末装置２は、ＭＣＧ内のセルに対応するＵＣＩをＭｅＮＢ（ＰＣｅｌｌ）の
みで送信し、ＳＣＧ内のセルに対応するＵＣＩをＳｅＮＢ（ｐＳＣｅｌｌ）のみで送信す
る。それぞれのＵＣＩの送信において、ＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨを用いた送
信方法はそれぞれのセルグループで適用される。
【０１４７】
　ＰＵＣＣＨおよびＰＢＣＨ（ＭＩＢ）は、ＰＣｅｌｌまたはＰＳＣｅｌｌのみで送信さ
れる。また、ＰＲＡＣＨは、ＣＧ内のセル間で複数のＴＡＧ（Timing　Advance　Group）
が設定されない限り、ＰＣｅｌｌまたはＰＳＣｅｌｌのみで送信される。
【０１４８】
　ＰＣｅｌｌまたはＰＳＣｅｌｌでは、ＳＰＳ（Semi-Persistent　Scheduling）やＤＲ
Ｘ（Discontinuous　Transmission）を行ってもよい。セカンダリーセルでは、同じセル
グループのＰＣｅｌｌまたはＰＳＣｅｌｌと同じＤＲＸを行ってもよい。
【０１４９】
　セカンダリーセルにおいて、ＭＡＣの設定に関する情報／パラメータは、基本的に、同
じセルグループのＰＣｅｌｌまたはＰＳＣｅｌｌと共有している。一部のパラメータは、
セカンダリーセル毎に設定されてもよい。一部のタイマーやカウンタが、ＰＣｅｌｌまた
はＰＳＣｅｌｌのみに対して適用されてもよい。
【０１５０】
　ＣＡにおいて、ＴＤＤ方式が適用されるセルとＦＤＤ方式が適用されるセルが集約され
てもよい。ＴＤＤが適用されるセルとＦＤＤが適用されるセルとが集約される場合に、Ｔ
ＤＤが適用されるセルおよびＦＤＤが適用されるセルのいずれか一方に対して本開示を適
用することができる。
【０１５１】
　端末装置２は、端末装置２によってＣＡがサポートされているバンドの組合せを示す情
報を、基地局装置１に送信する。端末装置２は、バンドの組合せのそれぞれに対して、異
なる複数のバンドにおける前記複数のサービングセルにおける同時送信および受信をサポ
ートしているかどうかを指示する情報を、基地局装置１に送信する。
【０１５２】
　　＜本実施形態におけるリソース割り当ての詳細＞
　基地局装置１は、端末装置２にＰＤＳＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨのリソース割り当
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ての方法として、複数の方法を用いることができる。リソース割り当ての方法は、動的ス
ケジューリング、セミパーシステントスケジューリング、マルチサブフレームスケジュー
リング、およびクロスサブフレームスケジューリングを含む。
【０１５３】
　動的スケジューリングにおいて、１つのＤＣＩは１つのサブフレームにおけるリソース
割り当てを行う。具体的には、あるサブフレームにおけるＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨ
は、そのサブフレームにおけるＰＤＳＣＨに対するスケジューリングを行う。あるサブフ
レームにおけるＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨは、そのサブフレームより後の所定のサブ
フレームにおけるＰＵＳＣＨに対するスケジューリングを行う。
【０１５４】
　マルチサブフレームスケジューリングにおいて、１つのＤＣＩは１つ以上のサブフレー
ムにおけるリソース割り当てを行う。具体的には、あるサブフレームにおけるＰＤＣＣＨ
またはＥＰＤＣＣＨは、そのサブフレームより所定数後の１つ以上のサブフレームにおけ
るＰＤＳＣＨに対するスケジューリングを行う。あるサブフレームにおけるＰＤＣＣＨま
たはＥＰＤＣＣＨは、そのサブフレームより所定数後の１つ以上のサブフレームにおける
ＰＵＳＣＨに対するスケジューリングを行う。その所定数はゼロ以上の整数にすることが
できる。その所定数は、あらかじめ規定されてもよいし、物理層シグナリングおよび／ま
たはＲＲＣシグナリングに基づいて決められてもよい。マルチサブフレームスケジューリ
ングにおいて、連続したサブフレームがスケジューリングされてもよいし、所定の周期を
有するサブフレームがスケジューリングされてもよい。スケジューリングされるサブフレ
ームの数は、あらかじめ規定されてもよいし、物理層シグナリングおよび／またはＲＲＣ
シグナリングに基づいて決められてもよい。
【０１５５】
　クロスサブフレームスケジューリングにおいて、１つのＤＣＩは１つのサブフレームに
おけるリソース割り当てを行う。具体的には、あるサブフレームにおけるＰＤＣＣＨまた
はＥＰＤＣＣＨは、そのサブフレームより所定数後の１つのサブフレームにおけるＰＤＳ
ＣＨに対するスケジューリングを行う。あるサブフレームにおけるＰＤＣＣＨまたはＥＰ
ＤＣＣＨは、そのサブフレームより所定数後の１つのサブフレームにおけるＰＵＳＣＨに
対するスケジューリングを行う。その所定数はゼロ以上の整数にすることができる。その
所定数は、あらかじめ規定されてもよいし、物理層シグナリングおよび／またはＲＲＣシ
グナリングに基づいて決められてもよい。クロスサブフレームスケジューリングにおいて
、連続したサブフレームがスケジューリングされてもよいし、所定の周期を有するサブフ
レームがスケジューリングされてもよい。
【０１５６】
　セミパーシステントスケジューリング（ＳＰＳ）において、１つのＤＣＩは１つ以上の
サブフレームにおけるリソース割り当てを行う。端末装置２は、ＲＲＣシグナリングによ
ってＳＰＳに関する情報が設定され、ＳＰＳを有効にするためのＰＤＣＣＨまたはＥＰＤ
ＣＣＨを検出した場合、ＳＰＳに関する処理を有効にし、ＳＰＳに関する設定に基づいて
所定のＰＤＳＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨを受信する。端末装置２は、ＳＰＳが有効で
ある時にＳＰＳをリリースするためのＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨを検出した場合、Ｓ
ＰＳをリリース（無効に）し、所定のＰＤＳＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨの受信を止め
る。ＳＰＳのリリースは、所定の条件を満たした場合に基づいて行ってもよい。例えば、
所定数の空送信のデータを受信した場合に、ＳＰＳはリリースされる。ＳＰＳをリリース
するためのデータの空送信は、ゼロＭＡＣ　ＳＤＵ（Service　Data　Unit）を含むＭＡ
Ｃ　ＰＤＵ（Protocol　Data　Unit）に対応する。
【０１５７】
　ＲＲＣシグナリングによるＳＰＳに関する情報は、ＳＰＳのＲＮＴＩであるＳＰＳ　Ｃ
－ＲＮＴＩ、ＰＤＳＣＨのスケジューリングされる周期（インターバル）に関する情報、
ＰＵＳＣＨのスケジューリングされる周期（インターバル）に関する情報、ＳＰＳをリリ
ースするための設定に関する情報、および／または、ＳＰＳにおけるＨＡＲＱプロセスの
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番号を含む。ＳＰＳは、プライマリーセルおよび／またはプライマリーセカンダリーセル
のみにサポートされる。
【０１５８】
　　＜本実施形態における下りリンクのリソースエレメントマッピングの詳細＞
　図５は、本実施形態における下りリンクのリソースエレメントマッピングの一例を示す
図である。この例では、１つのリソースブロックおよび１つのスロットのＯＦＤＭシンボ
ル数が７である場合において、１つのリソースブロックペアにおけるリソースエレメント
の集合が示されている。また、リソースブロックペア内の時間方向に前半の７つのＯＦＤ
Ｍシンボルは、スロット０（第１のスロット）とも呼称される。リソースブロックペア内
の時間方向に後半の７つのＯＦＤＭシンボルは、スロット１（第２のスロット）とも呼称
される。また、各スロット（リソースブロック）におけるＯＦＤＭシンボルのそれぞれは
、ＯＦＤＭシンボル番号０～６で示される。また、リソースブロックペアにおける周波数
方向のサブキャリアのそれぞれは、サブキャリア番号０～１１で示される。なお、システ
ム帯域幅が複数のリソースブロックで構成される場合、サブキャリア番号はそのシステム
帯域幅に渡って異なるように割り当てる。例えば、システム帯域幅が６個のリソースブロ
ックで構成される場合、サブキャリア番号０～７１が割り当てられるサブキャリアが用い
られる。なお、本実施形態の説明では、リソースエレメント（ｋ，ｌ）は、サブキャリア
番号ｋとＯＦＤＭシンボル番号ｌで示されるリソースエレメントである。
【０１５９】
　Ｒ０～Ｒ３で示されるリソースエレメントは、それぞれアンテナポート０～３のセル固
有参照信号を示す。以下では、アンテナポート０～３のセル固有参照信号はＣＲＳ（Cell
-specific　RS）とも呼称される。この例では、ＣＲＳが４つのアンテナポートの場合で
あるが、その数を変えることができる。例えば、ＣＲＳは、１つのアンテナポートまたは
２つのアンテナポートを用いることができる。また、ＣＲＳは、セルＩＤに基づいて、周
波数方向へシフトすることができる。例えば、ＣＲＳは、セルＩＤを６で割った余りに基
づいて、周波数方向へシフトすることができる。
【０１６０】
　Ｃ１～Ｃ４で示されるリソースエレメントは、アンテナポート１５～２２の伝送路状況
測定用参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を示す。Ｃ１～Ｃ４で示されるリソースエレメントは、
それぞれＣＤＭ（Code　Division　Multiplexing）グループ１～ＣＤＭグループ４のＣＳ
Ｉ－ＲＳを示す。ＣＳＩ－ＲＳは、Ｗａｌｓｈ符号を用いた直交系列（直交符号）と、擬
似ランダム系列を用いたスクランブル符号とで構成される。また、ＣＳＩ－ＲＳは、ＣＤ
Ｍグループ内において、それぞれＷａｌｓｈ符号等の直交符号により符号分割多重される
。また、ＣＳＩ－ＲＳは、ＣＤＭグループ間において、互いに周波数分割多重（ＦＤＭ；
Frequency　Division　Multiplexing）される。
【０１６１】
　アンテナポート１５および１６のＣＳＩ－ＲＳはＣ１にマッピングされる。アンテナポ
ート１７および１８のＣＳＩ－ＲＳはＣ２にマッピングされる。アンテナポート１９およ
び２０のＣＳＩ－ＲＳはＣ３にマッピングされる。アンテナポート２１および２２のＣＳ
Ｉ－ＲＳはＣ４にマッピングされる。
【０１６２】
　ＣＳＩ－ＲＳのアンテナポート数は複数規定される。ＣＳＩ－ＲＳは、アンテナポート
１５～２２の８つのアンテナポートに対応する参照信号として設定されることができる。
また、ＣＳＩ－ＲＳは、アンテナポート１５～１８の４つのアンテナポートに対応する参
照信号として設定されることができる。また、ＣＳＩ－ＲＳは、アンテナポート１５～１
６の２つのアンテナポートに対応する参照信号として設定されることができる。また、Ｃ
ＳＩ－ＲＳは、アンテナポート１５の１つのアンテナポートに対応する参照信号として設
定されることができる。ＣＳＩ－ＲＳは、一部のサブフレームにマッピングされることが
でき、例えば、複数のサブフレーム毎にマッピングされることができる。ＣＳＩ－ＲＳの
リソースエレメントに対するマッピングパターンは複数規定される。また、基地局装置１
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は、端末装置２に対して、複数のＣＳＩ－ＲＳを設定することができる。
【０１６３】
　ＣＳＩ－ＲＳは、送信電力をゼロにすることができる。送信電力がゼロのＣＳＩ－ＲＳ
は、ゼロパワーＣＳＩ－ＲＳとも呼称される。ゼロパワーＣＳＩ－ＲＳは、アンテナポー
ト１５～２２のＣＳＩ－ＲＳとは独立に設定される。なお、アンテナポート１５～２２の
ＣＳＩ－ＲＳは、非ゼロパワーＣＳＩ－ＲＳとも呼称される。
【０１６４】
　基地局装置１は、ＲＲＣシグナリングを通じて、端末装置２に対して固有の制御情報と
して、ＣＳＩ－ＲＳを設定する。端末装置２は、基地局装置１によりＲＲＣシグナリング
を通じて、ＣＳＩ－ＲＳが設定される。また、端末装置２は、干渉電力を測定するための
リソースであるＣＳＩ－ＩＭリソースが設定されることができる。端末装置２は、基地局
装置１からの設定に基づいて、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳおよび／またはＣＳＩ－ＩＭリソー
スを用いて、フィードバック情報を生成する。
【０１６５】
　Ｄ１～Ｄ２で示されるリソースエレメントは、それぞれＣＤＭグループ１～ＣＤＭグル
ープ２のＤＬ－ＤＭＲＳを示す。ＤＬ－ＤＭＲＳは、Ｗａｌｓｈ符号を用いた直交系列（
直交符号）と、擬似ランダム系列によるスクランブル系列とを用いて構成される。また、
ＤＬ－ＤＭＲＳは、アンテナポート毎に独立であり、それぞれのリソースブロックペア内
で多重できる。ＤＬ－ＤＭＲＳは、ＣＤＭおよび／またはＦＤＭにより、アンテナポート
間で互いに直交関係にある。ＤＬ－ＤＭＲＳは、ＣＤＭグループ内において、それぞれ直
交符号によりＣＤＭされる。ＤＬ－ＤＭＲＳは、ＣＤＭグループ間において、互いにＦＤ
Ｍされる。同じＣＤＭグループにおけるＤＬ－ＤＭＲＳは、それぞれ同じリソースエレメ
ントにマッピングされる。同じＣＤＭグループにおけるＤＬ－ＤＭＲＳは、アンテナポー
ト間でそれぞれ異なる直交系列が用いられ、それらの直交系列は互いに直交関係にある。
ＰＤＳＣＨ用のＤＬ－ＤＭＲＳは、８つのアンテナポート（アンテナポート７～１４）の
一部または全部を用いることができる。つまり、ＤＬ－ＤＭＲＳに関連付けられるＰＤＳ
ＣＨは、最大８ランクまでのＭＩＭＯ送信ができる。ＥＰＤＣＣＨ用のＤＬ－ＤＭＲＳは
、４つのアンテナポート（アンテナポート１０７～１１０）の一部または全部を用いるこ
とができる。また、ＤＬ－ＤＭＲＳは、関連付けられるチャネルのランク数に応じて、Ｃ
ＤＭの拡散符号長やマッピングされるリソースエレメントの数を変えることができる。
【０１６６】
　アンテナポート７、８、１１および１３で送信するＰＤＳＣＨ用のＤＬ－ＤＭＲＳは、
Ｄ１で示されるリソースエレメントにマッピングされる。アンテナポート９、１０、１２
および１４で送信するＰＤＳＣＨ用のＤＬ－ＤＭＲＳは、Ｄ２で示されるリソースエレメ
ントにマッピングされる。また、アンテナポート１０７および１０８で送信するＥＰＤＣ
ＣＨ用のＤＬ－ＤＭＲＳは、Ｄ１で示されるリソースエレメントにマッピングされる。ア
ンテナポート１０９および１１０で送信するＥＰＤＣＣＨ用のＤＬ－ＤＭＲＳは、Ｄ２で
示されるリソースエレメントにマッピングされる。
【０１６７】
　　＜本実施形態におけるＨＡＲＱ＞
　本実施形態において、ＨＡＲＱは様々な特徴を有する。ＨＡＲＱはトランスポートブロ
ックを送信および再送する。ＨＡＲＱにおいて、所定数のプロセス（ＨＡＲＱプロセス）
が用いられ（設定され）、プロセスのそれぞれはストップアンドウェイト方式で独立に動
作する。
【０１６８】
　下りリンクにおいて、ＨＡＲＱは非同期であり、適応的に動作する。すなわち、下りリ
ンクにおいて、再送は常にＰＤＣＣＨを通じてスケジューリングされる。下りリンク送信
に対応する上りリンクＨＡＲＱ－ＡＣＫ（応答情報）はＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨで送
信される。下りリンクにおいて、ＰＤＣＣＨは、そのＨＡＲＱプロセスを示すＨＡＲＱプ
ロセス番号、および、その送信が初送か再送かを示す情報を通知する。
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【０１６９】
　上りリンクにおいて、ＨＡＲＱは同期または非同期に動作する。上りリンク送信に対応
する下りリンクＨＡＲＱ－ＡＣＫ（応答情報）はＰＨＩＣＨで送信される。上りリンクＨ
ＡＲＱにおいて、端末装置の動作は、その端末装置によって受信されるＨＡＲＱフィード
バックおよび／またはその端末装置によって受信されるＰＤＣＣＨに基づいて決まる。例
えば、ＰＤＣＣＨは受信されず、ＨＡＲＱフィードバックがＡＣＫである場合、端末装置
は送信（再送）を行わず、ＨＡＲＱバッファ内のデータを保持する。その場合、ＰＤＣＣ
Ｈが再送を再開するために送信されるかもしれない。また、例えば、ＰＤＣＣＨは受信さ
れず、ＨＡＲＱフィードバックがＮＡＣＫである場合、端末装置は所定の上りリンクサブ
フレームで非適応的に再送を行う。また、例えば、ＰＤＣＣＨが受信された場合、ＨＡＲ
Ｑフィードバックの内容に関わらず、端末装置はそのＰＤＣＣＨで通知される内容に基づ
いて、送信または再送を行う。
【０１７０】
　なお、上りリンクにおいて、所定の条件（設定）を満たした場合、ＨＡＲＱは非同期の
みで動作するようにしてもよい。すなわち、下りリンクＨＡＲＱ－ＡＣＫは送信されず、
上りリンクにおける再送は常にＰＤＣＣＨを通じてスケジューリングされてもよい。
【０１７１】
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告において、ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ＡＣＫ、ＮＡＣＫ、またはＤＴ
Ｘを示す。ＨＡＲＱ－ＡＣＫがＡＣＫである場合、そのＨＡＲＱ－ＡＣＫに対応するトラ
ンスポートブロック（コードワード、チャネル）は正しく受信（デコード）できたことを
示す。ＨＡＲＱ－ＡＣＫがＮＡＣＫである場合、そのＨＡＲＱ－ＡＣＫに対応するトラン
スポートブロック（コードワード、チャネル）は正しく受信（デコード）できなかったこ
とを示す。ＨＡＲＱ－ＡＣＫがＤＴＸである場合、そのＨＡＲＱ－ＡＣＫに対応するトラ
ンスポートブロック（コードワード、チャネル）は存在しない（送信されていない）こと
を示す。
【０１７２】
　下りリンクおよび上りリンクのそれぞれにおいて、所定数のＨＡＲＱプロセスが設定（
規定）される。例えば、ＦＤＤにおいて、サービングセル毎に最大８つのＨＡＲＱプロセ
スが用いられる。また、例えば、ＴＤＤにおいて、ＨＡＲＱプロセスの最大数は、上りリ
ンク／下りリンク設定によって決定される。ＨＡＲＱプロセスの最大数は、ＲＴＴ（Roun
d　Trip　Time）に基づいて決定されてもよい。例えば、ＲＴＴが８ＴＴＩである場合、
ＨＡＲＱプロセスの最大数は８にすることができる。
【０１７３】
　本実施形態において、ＨＡＲＱ情報は、少なくともＮＤＩ（New　Data　Indicator）お
よびＴＢＳ（トランスポートブロックサイズ）で構成される。ＮＤＩは、そのＨＡＲＱ情
報に対応するトランスポートブロックが初送か再送かを示す情報である。ＴＢＳはトラン
スポートブロックのサイズである。トランスポートブロックは、トランスポートチャネル
（トランスポートレイヤー）におけるデータのブロックであり、ＨＡＲＱを行う単位とす
ることができる。ＤＬ－ＳＣＨ送信において、ＨＡＲＱ情報は、さらにＨＡＲＱプロセス
ＩＤ（ＨＡＲＱプロセス番号）を含む。ＵＬ－ＳＣＨ送信において、ＨＡＲＱ情報は、さ
らにトランスポートブロックに対する符号化後の情報ビットとパリティビットを指定する
ための情報であるＲＶ（Redundancy　Version）を含む。ＤＬ－ＳＣＨにおいて空間多重
の場合、そのＨＡＲＱ情報は、それぞれのトランスポートブロックに対してＮＤＩおよび
ＴＢＳのセットを含む。
【０１７４】
　　＜本実施形態におけるＴＴＩ＞
　図６は、本実施形態におけるＴＴＩの一例を示す図である。図６の例において、ＴＴＩ
は１サブフレームである。すなわち、ＰＤＳＣＨ、ＰＵＳＣＨまたはＨＡＲＱ－ＡＣＫな
どのデータ送信の時間領域における単位が、１サブフレームである。下りリンクと上りリ
ンクとの間の矢印は、ＨＡＲＱタイミングおよび／またはスケジューリングタイミングを
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示している。ＨＡＲＱタイミングおよびスケジューリングタイミングは、ＴＴＩである１
サブフレームを単位として、規定または設定される。例えば、あるＰＤＳＣＨが下りリン
クサブフレームｎで送信される場合、そのＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫは４サブ
フレーム後の上りリンクサブフレームｎ＋４で送信される。例えば、上りリンクグラント
を通知するＰＤＣＣＨが下りリンクサブフレームｎで送信される場合、上りリンクグラン
トに対応するＰＵＳＣＨは４サブフレーム後の上りリンクサブフレームｎ＋４で送信され
、そのＰＵＳＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫは４サブフレーム後の下りリンクサブフレー
ムｎ＋８で通知される。なお、図６では、ＴＴＩが１サブフレームである場合を説明した
が、ＴＴＩが複数のサブフレームであってもよい。すなわち、ＴＴＩはサブフレーム長の
整数倍であってもよい。
【０１７５】
　図７は、本実施形態におけるＴＴＩの一例を示す図である。図７の例において、ＴＴＩ
は１シンボルである。すなわち、ＰＤＳＣＨ、ＰＵＳＣＨまたはＨＡＲＱ－ＡＣＫなどの
データ送信の時間領域における単位が、１シンボルである。下りリンクと上りリンクとの
間の矢印は、ＨＡＲＱタイミングおよび／またはスケジューリングタイミングを示してい
る。ＨＡＲＱタイミングおよびスケジューリングタイミングは、ＴＴＩである１シンボル
を単位として、規定または設定される。例えば、あるＰＤＳＣＨが下りリンクサブフレー
ムにおけるシンボルｎで送信される場合、そのＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫは４
シンボル後の上りリンクサブフレームにおけるシンボルｎ＋４で送信される。例えば、上
りリンクグラントを通知するＰＤＣＣＨが下りリンクサブフレームにおけるシンボルｎで
送信される場合、上りリンクグラントに対応するＰＵＳＣＨは４シンボル後の上りリンク
サブフレームにおけるシンボルｎ＋４で送信され、そのＰＵＳＣＨに対するＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫは４シンボル後の下りリンクサブフレームにおけるシンボルｎ＋８で通知される。な
お、図７では、ＴＴＩが１シンボルである場合を説明したが、ＴＴＩが複数のシンボルで
あってもよい。すなわち、ＴＴＩはシンボル長の整数倍であってもよい。
【０１７６】
　図６と図７との違いは、ＴＴＩのサイズ（長さ）が異なることである。また、既に説明
したように、ＨＡＲＱタイミングおよびスケジューリングタイミングがＴＴＩに基づいて
規定または設定される場合、ＨＡＲＱタイミングおよびスケジューリングタイミングはＴ
ＴＩを短縮することによって早くすることができる。ＨＡＲＱタイミングおよびスケジュ
ーリングタイミングはシステムのレイテンシー（遅延）を決定する要因となるため、ＴＴ
Ｉを短縮することはレイテンシーを低減することになる。例えば、高度交通システムのよ
うな安全を目的としたデータ（パケット）に対しては、レイテンシーの低減が重要となる
。一方で、ＴＴＩを短縮した場合、１つのＴＴＩで送信されるＴＢＳの最大値が小さくな
り、制御情報のオーバーヘッドが大きくなる可能性がある。そのため、データの目的や用
途に応じて、ＴＴＩが規定または設定されることが好ましい。例えば、基地局装置は、セ
ル固有または端末装置固有にＴＴＩのサイズ（長さ）および／またはモードを規定または
設定することができる。また、ＨＡＲＱタイミングおよびスケジューリングタイミングが
ＴＴＩに基づいて規定または設定される場合、ＴＴＩのサイズ（長さ）を変えることによ
り、レイテンシーおよび／または１つのＴＴＩで送信されるＴＢＳの最大値が適応的に設
定することができる。これにより、レイテンシーを考慮した効率的なデータ伝送が可能と
なる。なお、本実施形態の説明において、サブフレーム、シンボル、ＯＦＤＭシンボルお
よびＳＣ－ＦＤＭＡシンボルは、ＴＴＩに読み替えることができる。
【０１７７】
　　＜本実施形態におけるＴＴＩに関する設定＞
　本実施形態において、複数のＴＴＩのサイズが規定される。例えば、ＴＴＩのサイズに
関するモード（ＴＴＩモード）が複数規定され、基地局装置は端末装置に対して上位層の
シグナリングを通じてそのモードを設定する。基地局装置は端末装置に設定したＴＴＩモ
ードに基づいてデータ伝送を行う。端末装置は基地局装置により設定されたＴＴＩモード
に基づいてデータ伝送を行う。ＴＴＩモードの設定は、セル（サービングセル）毎に個別
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に行うことができる。
【０１７８】
　第１のＴＴＩモードはＴＴＩがサブフレームに基づくモードであり、第２のＴＴＩモー
ドはＴＴＩがシンボルに基づくモードである。例えば、第１のＴＴＩモードにおいて図６
に示すようなＴＴＩが用いられ、第２のＴＴＩモードにおいて図７に示すようなＴＴＩが
用いられる。また、例えば、第１のＴＴＩモードにおいてＴＴＩはサブフレーム長の整数
倍であり、第２のＴＴＩモードにおいてＴＴＩはシンボル長の整数倍である。また、例え
ば、第１のＴＴＩモードにおいてＴＴＩは従来のシステムで用いられている１サブフレー
ムで規定され、第２のＴＴＩモードにおいてＴＴＩは従来のシステムでは用いられていな
いシンボル長の整数倍で規定または設定される。なお、第１のＴＴＩモードで規定または
設定されるＴＴＩは第１のＴＴＩとも呼称され、第２のＴＴＩモードで規定または設定さ
れるＴＴＩは第２のＴＴＩとも呼称される。
【０１７９】
　ＴＴＩモードの設定は様々な方法を用いることができる。ＴＴＩモードの設定の一例に
おいて、端末装置は上位層のシグナリングによって第１のＴＴＩモードまたは第２のＴＴ
Ｉモードが設定される。第１のＴＴＩモードが設定された場合、データ伝送は第１のＴＴ
Ｉに基づいて行われる。第２のＴＴＩモードが設定された場合、データ伝送は第２のＴＴ
Ｉに基づいて行われる。ＴＴＩモードの設定の別の一例において、端末装置は上位層のシ
グナリングによって第２のＴＴＩモード（拡張ＴＴＩモード、ＳＴＴＩ（ショートＴＴＩ
）モード）が設定される。第２のＴＴＩモードが設定されない場合、データ伝送は第１の
ＴＴＩに基づいて行われる。第２のＴＴＩモードが設定された場合、データ伝送は第２の
ＴＴＩに基づいて行われる。なお、第２のＴＴＩは、拡張ＴＴＩ、またはＳＴＴＩ（ショ
ートＴＴＩ）とも呼称される。
【０１８０】
　ＳＴＴＩに関する設定（ＳＴＴＩ設定）は、ＲＲＣシグナリングおよび／または物理層
のシグナリングを通じて設定される。ＳＴＴＩ設定は、ＴＴＩサイズに関する情報（パラ
メータ）、下りリンクにおけるＳＴＴＩに関する設定（下りリンクＳＴＴＩ設定）、上り
リンクにおけるＳＴＴＩに関する設定（上りリンクＳＴＴＩ設定）、および／または、Ｓ
ＴＴＩに関する制御情報を通知する制御チャネルをモニタリングするための情報を含む。
ＳＴＴＩ設定は、セル（サービングセル）毎に個別に設定できる。
【０１８１】
　下りリンクにおけるＳＴＴＩに関する設定は、ＳＴＴＩモードにおける下りリンクチャ
ネル（ＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨおよび／またはＥＰＤＣＣＨ）の伝送（送受信）のための
設定であり、ＳＴＴＩモードにおける下りリンクチャネルに関する設定を含む。例えば、
下りリンクにおけるＳＴＴＩに関する設定は、ＳＴＴＩモードにおけるＰＤＳＣＨに関す
る設定、ＳＴＴＩモードにおけるＰＤＣＣＨに関する設定、および／または、ＳＴＴＩモ
ードにおけるＥＰＤＣＣＨに関する設定を含む。
【０１８２】
　上りリンクにおけるＳＴＴＩに関する設定は、ＳＴＴＩモードにおける上りリンクチャ
ネル（ＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨ）の伝送（送受信）のための設定であり、Ｓ
ＴＴＩモードにおける上りリンクチャネルに関する設定を含む。例えば、上りリンクにお
けるＳＴＴＩに関する設定は、ＳＴＴＩモードにおけるＰＵＳＣＨに関する設定、および
／または、ＳＴＴＩモードにおけるＰＵＣＣＨに関する設定を含む。
【０１８３】
　ＳＴＴＩに関する制御情報を通知する制御チャネルをモニタリングするための情報は、
ＳＴＴＩに関する制御情報（ＤＣＩ）に付加されるＣＲＣをスクランブルするＲＮＴＩで
ある。そのＲＮＴＩは、ＳＴＴＩ－ＲＮＴＩとも呼称される。また、ＳＴＴＩ－ＲＮＴＩ
は、下りリンクにおけるＳＴＴＩおよび上りリンクにおけるＳＴＴＩに共通に設定されて
もよいし、それぞれ独立に設定されてもよい。また、ＳＴＴＩ設定が複数設定される場合
、ＳＴＴＩ－ＲＮＴＩは、全てのＳＴＴＩ設定に共通に設定されてもよいし、それぞれ独
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立に設定されてもよい。
【０１８４】
　ＴＴＩサイズに関する情報は、ＳＴＴＩモードにおけるＴＴＩのサイズ（すなわち、Ｓ
ＴＴＩのサイズ）を示す情報である。例えば、ＴＴＩサイズに関する情報は、ＯＦＤＭシ
ンボルを単位としたＴＴＩを設定するＯＦＤＭシンボル数を含む。また、ＴＴＩサイズに
関する情報がＳＴＴＩ設定に含まれない場合、ＴＴＩサイズは予め規定される値にするこ
とができる。例えば、ＴＴＩサイズに関する情報がＳＴＴＩ設定に含まれない場合、ＴＴ
Ｉサイズは、１シンボル長または１サブフレーム長である。また、ＴＴＩサイズに関する
情報は、下りリンクにおけるＳＴＴＩおよび上りリンクにおけるＳＴＴＩに共通に設定さ
れてもよいし、それぞれ独立に設定されてもよい。また、ＳＴＴＩ設定が複数設定される
場合、ＴＴＩサイズに関する情報は、全てのＳＴＴＩ設定に共通に設定されてもよいし、
それぞれ独立に設定されてもよい。
【０１８５】
　本実施形態の説明において、ＳＴＴＩモードにおけるチャネル（ＳＴＴＩチャネル）は
、ＳＴＴＩモードにおける下りリンクチャネルおよび／またはＳＴＴＩモードにおける上
りリンクチャネルを含む。ＳＴＴＩモードにおけるチャネルに関する設定（ＳＴＴＩチャ
ネル設定）は、ＳＴＴＩモードにおける下りリンクチャネルに関する設定および／または
ＳＴＴＩモードにおける上りリンクチャネルに関する設定を含む。ＳＴＴＩモードにおけ
るＰＤＳＣＨは、ＳＰＤＳＣＨ（Short　PDSCH）、ＥＰＤＳＣＨ（Enhanced　PDSCH）、
またはＲＰＤＳＣＨ（Reduced　PDSCH）とも呼称される。ＳＴＴＩモードにおけるＰＵＳ
ＣＨは、ＳＰＵＳＣＨ（Short　PUSCH）、ＥＰＵＳＣＨ（Enhanced　PUSCH）、またはＲ
ＰＵＳＣＨ（Reduced　PUSCH）とも呼称される。ＳＴＴＩモードにおけるＰＵＣＣＨは、
ＳＰＵＣＣＨ（Short　PUCCH）、ＥＰＵＣＣＨ（Enhanced　PUCCH）、またはＲＰＵＣＣ
Ｈ（Reduced　PUCCH）とも呼称される。ＳＴＴＩチャネルは、ＳＰＤＳＣＨ、ＳＰＵＳＣ
Ｈ、またはＳＰＵＣＣＨを含む。ＳＴＴＩチャネル設定は、ＳＰＤＳＣＨ設定、ＳＰＵＳ
ＣＨ設定、またはＳＰＵＣＣＨ設定を含む。
【０１８６】
　本実施形態において、ＳＴＴＩモードにおけるチャネルに対するデータ伝送およびスケ
ジューリング方法は、様々な方法または方式を用いることができる。例えば、ＳＴＴＩモ
ードにおけるチャネルは、上位層のシグナリングおよび／または物理層のシグナリングを
通じて設定または通知される１つ以上の周期的なリソースの一部または全部にマッピング
される。
【０１８７】
　ＳＴＴＩモードにおけるチャネルは、サブリソースブロックに基づいてマッピングされ
る。サブリソースブロックは、リソースエレメントに対するＳＴＴＩモードにおける所定
のチャネルのマッピングを表すために用いられる。１つのサブリソースブロックは、時間
領域において１つのＴＴＩに対応する連続するサブキャリアと、周波数領域において１つ
のリソースブロックに対応する連続するサブキャリアとで定義される。あるサブリソース
ブロックは、１つのリソースブロックのみに含まれるように構成されてもよいし、２つの
リソースブロックに跨って構成されてもよい。また、あるサブリソースブロックは、１つ
のリソースブロックペア内の２つのリソースブロックに跨って構成されてもよいが、複数
のリソースブロックペアに跨って構成されないようにしてもよい。
【０１８８】
　ＳＴＴＩモードにおけるチャネルのトランスポートブロック（コードワード）のそれぞ
れは、同一のＴＴＩにおける１つ以上のサブリソースブロックを用いて送信される。
【０１８９】
　端末装置は、上位層のシグナリングおよび／または物理層のシグナリングを通じて、Ｓ
ＴＴＩモードにおけるチャネル（ＳＴＴＩチャネル）がマッピングされうるリソース（サ
ブリソースブロック）が設定される。ＳＴＴＩモードにおけるチャネルがマッピングされ
うるリソースは、ＳＴＴＩチャネル候補とも呼称される。また、１つのＳＴＴＩチャネル
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設定により設定される一連のＳＴＴＩチャネル候補は、ＳＴＴＩチャネル候補のセットと
も呼称される。
【０１９０】
　ＳＴＴＩチャネル候補のセットは、時間領域における所定の周期のＴＴＩと、周波数領
域における所定のサブリソースブロックとによって指定される。同一のＳＴＴＩチャネル
において、ＳＴＴＩチャネル設定は複数設定することができる。すなわち、ＳＴＴＩチャ
ネル候補のセットのそれぞれは、時間領域における周期および／または周波数領域におけ
るリソースを独立に設定できる。複数のＳＴＴＩチャネル設定が設定される場合、端末装
置は設定された複数のＳＴＴＩチャネル候補のセットをモニタリングすることができる。
【０１９１】
　ＳＴＴＩチャネル設定は、時間領域におけるＳＴＴＩチャネル設定情報、周波数領域に
おけるＳＴＴＩチャネル設定情報、および／または、ＳＴＴＩチャネルに対するＨＡＲＱ
－ＡＣＫに関する情報を含む。なお、ＳＴＴＩチャネル設定は、ＴＴＩサイズに関する情
報、および／または、ＳＴＴＩチャネルに関する制御情報を通知する制御チャネルをモニ
タリングするための情報をさらに含んでもよい。時間領域におけるＳＴＴＩチャネル設定
情報は、時間領域におけるＳＴＴＩチャネル候補のリソースを決定するための情報である
。周波数領域におけるＳＴＴＩチャネル設定情報は、周波数領域におけるＳＴＴＩチャネ
ル候補のリソースを決定するための情報である。
【０１９２】
　ＳＴＴＩチャネル候補のリソースを決定するための情報は、様々な形式（フォーマット
）を用いることができる。周波数領域におけるＳＴＴＩチャネルのリソースは、リソース
ブロックまたはサブリソースブロックを単位として決定（設定、規定、指定）される。
【０１９３】
　時間領域におけるＳＴＴＩチャネル設定情報の一例は、所定数のＴＴＩの周期と所定数
のＴＴＩのオフセットを含む。ＴＴＩのオフセットは、基準となるＴＴＩからのオフセッ
ト（シフト）であり、ＴＴＩを単位として設定される。例えば、ＴＴＩのオフセットが３
である場合、ＳＴＴＩチャネル候補のセットは、基準となるＴＴＩから３ＴＴＩをオフセ
ットしたＴＴＩを含んで設定される。例えば、ＴＴＩの周期が３である場合、ＳＴＴＩチ
ャネル候補のセットは、２ＴＴＩおきの周期で設定される。ＴＴＩの周期が１である場合
、連続した全てのＴＴＩが設定される。
【０１９４】
　時間領域におけるＳＴＴＩチャネル設定情報の別の一例は、ＳＴＴＩチャネル候補のＴ
ＴＩを示すビットマップ情報を用いる。例えば、ビットマップ情報における１つのビット
が、所定数のサブフレームまたは所定数の無線フレーム内のＴＴＩのそれぞれに対応する
。ビットマップ情報において、あるビットが１である場合、そのビットに対応するＴＴＩ
はＳＴＴＩチャネル候補を含むＴＴＩであることを示す。ビットマップ情報において、あ
るビットが０である場合、そのビットに対応するＴＴＩはＳＴＴＩチャネル候補を含むＴ
ＴＩではないことを示す。具体的には、ＴＴＩサイズが１サブフレームである場合、５つ
のサブフレーム内のＴＴＩの数は７０となる。その場合、ビットマップ情報は７０ビット
の情報となる。そのビットマップ情報は基準となるＴＴＩから適用され、そのビットマッ
プ情報に対応するＴＴＩ毎に繰り返して適用される。
【０１９５】
　周波数領域におけるＳＴＴＩチャネル設定情報の一例は、ＳＴＴＩチャネル候補のサブ
リソースブロックまたはサブリソースブロックのセットを示すビットマップ情報を用いる
。例えば、ビットマップ情報における１つのビットが、所定数のサブリソースブロックの
セットのそれぞれに対応する。ビットマップ情報において、あるビットが１である場合、
そのビットに対応するサブリソースブロックのセットに含まれるサブリソースブロックは
ＳＴＴＩチャネル候補を含むサブリソースブロックであることを示す。ビットマップ情報
において、あるビットが０である場合、そのビットに対応するサブリソースブロックのセ
ットに含まれるサブリソースブロックはＳＴＴＩチャネル候補を含むサブリソースブロッ
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クではないことを示す。
【０１９６】
　周波数領域におけるＳＴＴＩチャネル設定情報の別の一例は、スタートとなるサブリソ
ースブロックと、連続して割り当てられるサブリソースブロックの数とを用いる。
【０１９７】
　サブリソースブロックのセットは、周波数領域において連続する所定数のサブリソース
ブロックで構成される。サブリソースブロックのセットを構成するサブリソースブロック
の所定数は、システム帯域幅などの他のパラメータに基づいて決まってもよいし、ＲＲＣ
シグナリングを通じて設定されてもよい。本実施形態の説明では、サブリソースブロック
のセットは、単にサブリソースブロックも含まれる。
【０１９８】
　周波数領域におけるＳＴＴＩチャネル設定情報により設定されるサブリソースブロック
は、全てのＴＴＩで同じであってもよいし、所定数のＴＴＩ毎に切り替えて（ホッピング
して）もよい。例えば、あるＴＴＩにおけるＳＴＴＩチャネル候補のサブリソースブロッ
クは、そのＴＴＩを示す番号（インデックス、情報）をさらに用いて決定されることによ
り、ＳＴＴＩチャネル候補のサブリソースブロックはＴＴＩ毎に異なって設定される。こ
れにより周波数ダイバーシチ効果が期待できる。
【０１９９】
　ＳＴＴＩチャネルに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫに関する情報は、ＳＴＴＩチャネルに対す
るＨＡＲＱ－ＡＣＫを報告するリソースに関する情報を含む。例えば、ＳＴＴＩチャネル
がＳＰＤＳＣＨである場合、ＳＴＴＩチャネルに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫに関する情報は
、ＳＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを報告する上りリンクチャネルにおけるリソー
スを明示的にまたは黙示的に示す。
【０２００】
　同一のＳＴＴＩチャネルに対して複数のＳＴＴＩチャネル設定が設定される場合、ＳＴ
ＴＩチャネル設定における全てのパラメータが独立に設定されてもよいし、一部のパラメ
ータが共通に設定されていもよい。例えば、複数のＳＴＴＩチャネル設定において、時間
領域におけるＳＴＴＩチャネル設定情報および周波数領域におけるＳＴＴＩチャネル設定
情報がそれぞれ独立に設定される。例えば、複数のＳＴＴＩチャネル設定において、時間
領域におけるＳＴＴＩチャネル設定情報が共通に設定され、周波数領域におけるＳＴＴＩ
チャネル設定情報が独立に設定される。例えば、複数のＳＴＴＩチャネル設定において、
時間領域におけるＳＴＴＩチャネル設定情報が独立に設定され、周波数領域におけるＳＴ
ＴＩチャネル設定情報が共通に設定される。また、共通に設定される情報は一部のみでも
よく、時間領域におけるＳＴＴＩチャネル設定情報に含まれるＴＴＩの周期が共通に設定
されてもよい。
【０２０１】
　本実施形態におけるＳＴＴＩ設定で設定される情報またはパラメータの一部は、物理層
のシグナリングを通じて通知されてもよい。例えば、周波数領域におけるＳＴＴＩチャネ
ル設定情報は、物理層のシグナリングを通じて通知される。
【０２０２】
　ＳＴＴＩモードの端末装置での動作の一例において、端末装置は上位層のシグナリング
（ＲＲＣシグナリング）のみで動作する。端末装置は、ＳＴＴＩチャネル設定が上位層の
シグナリングによって設定される場合、対応するＳＴＴＩチャネルのモニタリングまたは
受信を開始する。端末装置は、設定されているＳＴＴＩチャネル設定が上位層のシグナリ
ングによってリリースされる場合、対応するＳＴＴＩチャネルのモニタリングまたは受信
を停止する。
【０２０３】
　ＳＴＴＩモードの端末装置での動作の別の一例において、端末装置は上位層のシグナリ
ング（ＲＲＣシグナリング）および物理層のシグナリングで動作する。端末装置は、ＳＴ
ＴＩチャネル設定が上位層のシグナリングによって設定され、対応するＳＴＴＩチャネル
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のスケジューリングを有効（アクティベーション）にする情報（ＤＣＩ）が物理層のシグ
ナリングを通じて通知される場合、対応するＳＴＴＩチャネルのモニタリングまたは受信
を開始する。端末装置は、ＳＴＴＩチャネル設定が上位層のシグナリングによって設定さ
れ、対応するＳＴＴＩチャネルのスケジューリングをリリースする情報（ＤＣＩ）が物理
層のシグナリングを通じて通知される場合、対応するＳＴＴＩチャネルのモニタリングま
たは受信を停止する。
【０２０４】
　複数のＳＴＴＩチャネル設定が設定される場合、ＳＴＴＩチャネルのスケジューリング
を有効にする情報またはリリースにする情報は、それぞれのＳＴＴＩチャネルに対して共
通に通知してもよいし、独立に通知してもよい。
【０２０５】
　複数のＳＴＴＩチャネル設定が設定され、異なって設定されるＳＴＴＩチャネル候補が
同一のＴＴＩで衝突した場合（すなわち、同一のＴＴＩ内で複数のＳＴＴＩチャネル候補
が設定される場合）、端末装置は全てのＳＴＴＩチャネル候補をモニタリングしてもよい
し、一部のＳＴＴＩチャネル候補をモニタリングしてもよい。一部のＳＴＴＩチャネル候
補をモニタリングする場合、端末装置は、所定の優先度に基づいて、モニタリングするＳ
ＴＴＩチャネル候補を決定してもよい。例えば、所定の優先度は、ＳＴＴＩチャネルの種
類、ＳＴＴＩチャネル設定を示すインデックス（番号）および／またはその端末装置の能
力を含む要素（パラメータ）に基づいて決まる。
【０２０６】
　　＜本実施形態におけるＳＰＤＳＣＨの詳細＞
　図８は、ＳＰＤＳＣＨ候補のセットの一例を示す図である。図８の例では、端末装置は
、基地局装置により、ＳＰＤＳＣＨ候補のセット１およびＳＰＤＳＣＨ候補のセット２が
設定されている。ＴＴＩサイズは１シンボルである。ＳＰＤＳＣＨ候補のセット１におい
て、ＴＴＩの周期が２であり、ＴＴＩのオフセットが０である。ただし、ＴＴＩのオフセ
ットにおける基準となるＴＴＩは、図８における先頭のシンボル０である。ＳＰＤＳＣＨ
候補のセット２において、ＴＴＩの周期が３であり、ＴＴＩのオフセットが１である。
【０２０７】
　基地局装置は、端末装置に設定したＳＰＤＳＣＨ候補のいずれかに、その端末装置に対
するＳＰＤＳＣＨをマッピングし、送信する。端末装置は、基地局装置に設定されたＳＰ
ＤＳＣＨ候補をモニタリングし、その端末装置に対するＳＰＤＳＣＨを検出する。
【０２０８】
　ある端末装置において、検出されたＳＰＤＳＣＨが、その端末装置宛であり、正しく受
信（デコード）できたかどうかを決定する方法の一例は、その端末装置に固有のＲＮＴＩ
（例えば、ＳＴＴＩ－ＲＮＴＩ）を用いることである。例えば、所定のＣＲＣを付加され
たコードワード（トランスポートブロック）のそれぞれは、その端末装置に固有のＲＮＴ
Ｉによりスクランブルされて送信される。そのため、その端末装置がそのＳＰＤＳＣＨを
受信した場合、コードワードのそれぞれは正しくデスクランブルされるため、その端末装
置は付加されたＣＲＣにより、その端末装置宛てのＳＰＤＳＣＨであることを判断できる
。一方、その端末装置とは別の端末装置がそのＳＰＤＳＣＨを受信した場合、コードワー
ドのそれぞれは正しくデスクランブルされないため、別の端末装置は付加されたＣＲＣに
より、自分宛てのＳＰＤＳＣＨでないことを判断できる。
【０２０９】
　ある端末装置において、検出されたＳＰＤＳＣＨが、その端末装置宛であり、正しく受
信（デコード）できたかどうかを決定する方法の別の一例は、ある端末装置に対するＳＰ
ＤＳＣＨが、その端末装置宛であることを示す情報を含む。例えば、ある端末装置に対す
るＳＰＤＳＣＨは、その端末装置に固有のＲＮＴＩを含む。例えば、ある端末装置に対す
るＳＰＤＳＣＨ内のＣＲＣは、その端末装置に固有のＲＮＴＩによりスクランブルされる
。
【０２１０】
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　端末装置は、その端末装置宛てのＳＰＤＳＣＨが正しく受信（デコード）できたどうか
に基づいて、そのＳＰＤＳＣＨまたはＳＰＤＳＣＨ候補に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫの報告
に関する動作を行う。
【０２１１】
　ここで、ある端末装置において、ＳＰＤＳＣＨ候補が正しく受信（デコード）できなか
った場合、そのＳＰＤＳＣＨ候補は、以下のいずれかであるかもしれない。
　　（１）そのＳＰＤＳＣＨは、その端末装置宛てのＳＰＤＳＣＨであったが正しく受信
できなかった。
　　（２）そのＳＰＤＳＣＨは、その端末装置とは別の端末装置宛てのＳＰＤＳＣＨであ
った。
　　（３）そのＰＤＳＣＨ候補には、いずれのＳＰＤＳＣＨも送信されなかった。
しかしながら、その端末装置は、そのＳＰＤＳＣＨ候補が正しく受信できなかった場合、
そのＳＰＤＳＣＨが上記のいずれかであるかは判断できないかもしれない。そのため、そ
の端末装置は、そのＳＰＤＳＣＨが正しく受信できなかった場合、そのＳＰＤＳＣＨが上
記のいずれかに関わらず、同じ動作を行うことが好ましいかもしれない。
【０２１２】
　端末装置におけるＳＰＤＳＣＨまたはＳＰＤＳＣＨ候補に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫの報
告に関する動作の一例は以下の通りである。
　　（１）端末装置がその端末装置宛てのＳＰＤＳＣＨを正しく受信（デコード）できた
場合、その端末装置はそのＳＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告としてＡＣＫを所
定のリソースを通じて報告する。
　　（２）端末装置がその端末装置宛てのＳＰＤＳＣＨを正しく受信（デコード）できな
かった場合、その端末装置はそのＳＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告としてＮＡ
ＣＫおよび／またはＤＴＸを所定のリソースを通じて報告する。
【０２１３】
　図９は、基地局装置におけるＳＰＤＳＣＨ送信と端末装置におけるＨＡＲＱ－ＡＣＫ報
告との一例を示す図である。基地局装置は、端末装置に対して、ＲＲＣシグナリングを通
じて、ＳＴＴＩ設定を設定することにより、ＳＰＤＳＣＨ候補のセットを設定する。基地
局装置は、ＰＤＣＣＨを通じて、ＳＰＤＳＣＨのスケジューリングを有効にするための情
報を端末装置に通知する。基地局装置は、設定されたＳＰＤＳＣＨ候補のセットに基づい
て、端末装置に対するＳＰＤＳＣＨを送信するかもしれない。一方、端末装置は、設定さ
れたＳＰＤＳＣＨ候補のセットをモニタリングし、端末装置に対するＳＰＤＳＣＨを検出
する。
【０２１４】
　基地局装置は、ＳＰＤＳＣＨ候補＃１、＃２、＃３および＃５において、端末装置に対
するＳＰＤＳＣＨを送信する。端末装置は、ＳＰＤＳＣＨ候補＃１、＃２および＃５にお
けるＳＰＤＳＣＨを正しくデコードできたため、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告＃１、＃２および
＃５において、ＡＣＫを示すＨＡＲＱ－ＡＣＫを報告する。端末装置は、ＳＰＤＳＣＨ候
補＃３におけるＳＰＤＳＣＨを正しくデコードできなかったため、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告
＃３において、ＮＡＣＫおよび／またはＤＴＸを示すＨＡＲＱ－ＡＣＫを報告する。
【０２１５】
　基地局装置は、ＳＰＤＳＣＨ候補＃４および＃６において、別の端末装置に対するＳＰ
ＤＳＣＨを送信する。なお、基地局装置は、ＳＰＤＳＣＨ候補＃４および＃６において、
何も送信しなくてもよい。端末装置は、ＳＰＤＳＣＨ候補＃４および＃６におけるＳＰＤ
ＳＣＨを正しくデコードできたため、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告＃４および＃６において、Ｎ
ＡＣＫおよび／またはＤＴＸを示すＨＡＲＱ－ＡＣＫを報告する。
【０２１６】
　基地局装置は、ＰＤＣＣＨを通じて、ＳＰＤＳＣＨのスケジューリングをリリースする
ための情報を端末装置に通知する。端末装置は、設定されたＳＰＤＳＣＨ候補のセットに
対するモニタリングを停止する。
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【０２１７】
　以上の方法を用いることにより、ＳＰＤＳＣＨをスケジューリングするための制御情報
は個別に通知される必要がなくなり、制御情報に対するオーバーヘッドが削減されると共
に、レイテンシーが低減される。また、端末装置は、全てのＳＰＤＳＣＨ候補に対するＨ
ＡＲＱ－ＡＣＫを行うことにより、基地局装置はその端末装置に対するＳＰＤＳＣＨを送
信しない場合でも、その端末装置がＳＰＤＳＣＨ候補をモニタリングしていることを認識
することができる。
【０２１８】
　以上の方法において、同一のＳＰＤＳＣＨ候補のセットが複数の端末装置に設定される
場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告を行うためのリソースは、それらの端末装置の間で異なって
設定される。これにより、ＳＰＤＳＣＨに対する伝送効率が向上されると共に、ＨＡＲＱ
－ＡＣＫ報告の衝突による伝送効率の低下が低減できる。
【０２１９】
　端末装置におけるＳＰＤＳＣＨまたはＳＰＤＳＣＨ候補に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫの報
告に関する動作の別の一例は以下の通りである。
　　（１）端末装置がその端末装置宛てのＳＰＤＳＣＨを正しく受信（デコード）できた
場合、その端末装置はそのＳＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告としてＡＣＫを所
定のリソースを通じて報告する。ＡＣＫを示すＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告において、その端末
装置の報告であることを示す情報が明示的または黙示的に含まれてもよい。
　　（２）端末装置がその端末装置宛てのＳＰＤＳＣＨを正しく受信（デコード）できな
かった場合、その端末装置はそのＳＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告は行わない
。すなわち、端末装置は、そのＳＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告に用いられる
所定のリソースで何も送信しない。
【０２２０】
　図１０は、基地局装置におけるＳＰＤＳＣＨ送信と端末装置におけるＨＡＲＱ－ＡＣＫ
報告との一例を示す図である。基地局装置は、端末装置に対して、ＲＲＣシグナリングを
通じて、ＳＴＴＩ設定を設定することにより、ＳＰＤＳＣＨ候補のセットを設定する。基
地局装置は、ＰＤＣＣＨを通じて、ＳＰＤＳＣＨのスケジューリングを有効にするための
情報を端末装置に通知する。基地局装置は、設定されたＳＰＤＳＣＨ候補のセットに基づ
いて、端末装置に対するＳＰＤＳＣＨを送信するかもしれない。一方、端末装置は、設定
されたＳＰＤＳＣＨ候補のセットをモニタリングし、端末装置に対するＳＰＤＳＣＨを検
出する。
【０２２１】
　基地局装置は、ＳＰＤＳＣＨ候補＃１、＃２、＃３および＃５において、端末装置に対
するＳＰＤＳＣＨを送信する。端末装置は、ＳＰＤＳＣＨ候補＃１、＃２および＃５にお
けるＳＰＤＳＣＨを正しくデコードできたため、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告＃１、＃２および
＃５において、ＡＣＫを示すＨＡＲＱ－ＡＣＫを報告する。端末装置は、ＳＰＤＳＣＨ候
補＃３におけるＳＰＤＳＣＨを正しくデコードできなかったため、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告
＃３ではＨＡＲＱ－ＡＣＫの報告は行わず、何も送信しない。
【０２２２】
　基地局装置は、ＳＰＤＳＣＨ候補＃４および＃６において、別の端末装置に対するＳＰ
ＤＳＣＨを送信する。なお、基地局装置は、ＳＰＤＳＣＨ候補＃４および＃６において、
何も送信しなくてもよい。端末装置は、ＳＰＤＳＣＨ候補＃４および＃６におけるＳＰＤ
ＳＣＨを正しくデコードできたため、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告＃４および＃６ではＨＡＲＱ
－ＡＣＫの報告は行わず、何も送信しない。
【０２２３】
　基地局装置は、ＰＤＣＣＨを通じて、ＳＰＤＳＣＨのスケジューリングをリリースする
ための情報を端末装置に通知する。端末装置は、設定されたＳＰＤＳＣＨ候補のセットに
対するモニタリングを停止する。
【０２２４】
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　図１１は、ＳＴＴＩ設定が設定された端末装置のフローチャートを示す図である。図１
１のフローチャートは、図１０で説明した方法を用いる場合の端末装置の動作を示す。ス
テップＳ１において、端末装置はＳＰＤＳＣＨのスケジューリングを有効にするための情
報を含むＰＤＣＣＨをモニタリングする。有効にするための当該ＰＤＣＣＨが検出された
場合、ステップＳ２に進む。有効にするための当該ＰＤＣＣＨが検出されない場合、ステ
ップＳ１に戻る。ステップＳ２において、端末装置はＳＰＤＳＣＨのスケジューリングを
リリースするための情報を含むＰＤＣＣＨをモニタリングする。リリースするための当該
ＰＤＣＣＨが検出された場合、フローを終了する。リリースするための当該ＰＤＣＣＨが
検出されない場合、ステップＳ３に進む。ステップＳ３において、端末装置は、上位層に
おけるＳＴＴＩ設定に基づいて、ＳＰＤＳＣＨ候補のモニタリングを行う。ステップＳ４
において、端末装置は、ＳＰＤＳＣＨ候補から、その端末装置宛てのＳＰＤＳＣＨの検出
を行う。その端末装置宛てのＳＰＤＳＣＨが正しくデコードされた場合、ステップＳ５に
進む。その端末装置宛てのＳＰＤＳＣＨが正しくデコードされない場合、ステップＳ２に
戻る。ステップＳ５において、端末装置は、正しくデコードされたＳＰＤＳＣＨに対して
ＡＣＫを示すＨＡＲＱ－ＡＣＫを報告する。
【０２２５】
　図１２は、複数の端末装置に同一のＳＰＤＳＣＨに関する設定を行った場合の基地局装
置と端末装置の動作の一例を示す図である。図１２の例では、基地局装置および端末装置
は、図１０で説明した方法を用いる。すなわち、端末装置は図１１で説明したフローチャ
ートの動作を行う。
【０２２６】
　ＳＰＤＳＣＨ候補のタイミング＃１において、基地局装置は、端末装置Ａ宛てのＳＰＤ
ＳＣＨを送信する。端末装置Ａは、その端末装置Ａ宛てのＳＰＤＳＣＨを正しくデコード
されたので、そのＳＰＤＳＣＨに対してＡＣＫを示すＨＡＲＱ－ＡＣＫを報告する。端末
装置Ｂおよび端末装置Ｃは、そのＳＰＤＳＣＨ候補を正しくデコードできなかったので、
そのＳＰＤＳＣＨ候補に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫの報告は行わない。基地局装置は、端末
装置ＡからのＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告によって、そのＳＰＤＳＣＨが正しくデコードされた
ことを認識できる。
【０２２７】
　ＳＰＤＳＣＨ候補のタイミング＃２において、基地局装置は、端末装置Ｃ宛てのＳＰＤ
ＳＣＨを送信する。端末装置Ｃは、その端末装置Ｃ宛てのＳＰＤＳＣＨを正しくデコード
されたので、そのＳＰＤＳＣＨに対してＡＣＫを示すＨＡＲＱ－ＡＣＫを報告する。端末
装置Ａおよび端末装置Ｂは、そのＳＰＤＳＣＨ候補を正しくデコードできなかったので、
そのＳＰＤＳＣＨ候補に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫの報告は行わない。基地局装置は、端末
装置ＣからのＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告によって、そのＳＰＤＳＣＨが正しくデコードされた
ことを認識できる。
【０２２８】
　ＳＰＤＳＣＨ候補のタイミング＃３において、基地局装置は、何も送信しない。端末装
置Ａ、端末装置Ｂおよび端末装置Ｃは、そのＳＰＤＳＣＨ候補を正しくデコードできなか
ったので、そのＳＰＤＳＣＨ候補に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫの報告は行わない。
【０２２９】
　ＳＰＤＳＣＨ候補のタイミング＃４において、基地局装置は、端末装置Ｂ宛てのＳＰＤ
ＳＣＨを送信する。端末装置Ａ、端末装置Ｂおよび端末装置Ｃは、そのＳＰＤＳＣＨ候補
を正しくデコードできなかったので、そのＳＰＤＳＣＨ候補に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫの
報告は行わない。基地局装置は、そのＳＰＤＳＣＨ候補に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫが報告
されなかったので、端末装置ＢはそのＳＰＤＳＣＨを正しくデコードされなかったことを
認識できる。
【０２３０】
　以上の方法を用いることにより、ＳＰＤＳＣＨをスケジューリングするための制御情報
は個別に通知される必要がなくなり、制御情報に対するオーバーヘッドが削減されると共
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に、レイテンシーが低減される。また、端末装置は、ＳＰＤＳＣＨ候補が正しくデコード
できた場合のみにＨＡＲＱ－ＡＣＫを行うことにより、端末装置の処理および電力消費の
低減ができる。
【０２３１】
　以上の方法において、同一のＳＰＤＳＣＨ候補のセットが複数の端末装置に設定される
場合、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告を行うためのリソースは、それらの端末装置の間で共通に設
定される。これにより、ＳＰＤＳＣＨに対する伝送効率が向上されると共に、ＨＡＲＱ－
ＡＣＫ報告に用いられるリソースが削減され、上りリンクの伝送効率が向上できる。
【０２３２】
　　＜本実施形態におけるＰＤＳＣＨとＳＰＤＳＣＨとの詳細＞
　例えば、端末装置はあるサービングセルにおいてＳＰＤＳＣＨ設定が設定される場合、
端末装置はそのサービングセルにおいてＳＰＤＳＣＨに対する処理を行う。また、端末装
置はあるサービングセルにおいてＳＰＤＳＣＨ設定が設定されない場合、端末装置はその
サービングセルにおいてＰＤＳＣＨに対する処理を行う。以下では、ＰＤＳＣＨとＳＰＤ
ＳＣＨとの差異の一例を説明する。
【０２３３】
　ＰＤＳＣＨとＳＰＤＳＣＨとの差異の一例は、ＴＴＩサイズである。
【０２３４】
　ＰＤＳＣＨは、第１のＴＴＩモードにおける下りリンク共有チャネルであり、従来のシ
ステムで用いられる１サブフレームで規定されるＴＴＩに基づいて伝送される。
【０２３５】
　ＳＰＤＳＣＨは、第２のＴＴＩモード（ＳＴＴＩモード）における下りリンク共有チャ
ネルであり、従来のシステムでは用いられないシンボル長の整数倍で規定または設定され
るＴＴＩに基づいて伝送される。
【０２３６】
　ＰＤＳＣＨとＳＰＤＳＣＨとの差異の一例は、スケジューリングの方法である。
【０２３７】
　ＰＤＳＣＨは、同一のＴＴＩで検出されるＰＤＣＣＨで通知されるＤＣＩによってスケ
ジューリングできる。具体的には、ＰＤＳＣＨがマッピングされるＴＴＩは、対応するＰ
ＤＣＣＨが検出されるＴＴＩである。ＰＤＳＣＨがマッピングされる周波数領域のリソー
スブロックは、そのＤＣＩでスケジューリングされる。すなわち、あるＰＤＳＣＨをスケ
ジューリングするＰＤＣＣＨは、そのＰＤＳＣＨのみをスケジューリングする。
【０２３８】
　ＳＰＤＳＣＨは、同一のＴＴＩで検出される制御チャネルまたはＰＤＣＣＨで通知され
るＤＣＩによってスケジューリングされないかもしれない。ＳＰＤＳＣＨがマッピングさ
れうるＴＴＩは、ＲＲＣシグナリングを通じて設定される所定のＴＴＩである。ＳＰＤＳ
ＣＨがマッピングされうる周波数領域のサブリソースブロックは、ＲＲＣシグナリングお
よび／またはＳＰＤＳＣＨのスケジューリングを有効にするためのＤＣＩによって設定お
よび／または通知されるかもしれない。すなわち、ＳＰＤＳＣＨは、ＲＲＣシグナリング
およびＳＰＤＳＣＨのスケジューリングを有効にするためのＤＣＩにより設定される１つ
以上のＳＰＤＳＣＨ候補を用いてスケジューリングされる。
【０２３９】
　ＰＤＳＣＨとＳＰＤＳＣＨとの差異の一例は、端末装置の受信処理である。
【０２４０】
　第１のＴＴＩモードにおいて、ある端末装置により受信処理（デコード）されるＰＤＳ
ＣＨは、その端末装置に対するＰＤＳＣＨである。そのため、端末装置は、その端末装置
にスケジューリングされるＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告を、そのＰＤＳＣＨ
に対するデコードの結果に関わらず行う。
【０２４１】
　第２のＴＴＩモードにおいて、ある端末装置により受信処理（デコード）されるＳＰＤ
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ＳＣＨ（ＳＰＤＳＣＨ候補）は、その端末装置に対するＰＤＳＣＨではない可能性がある
。そのため、端末装置は、その端末装置にスケジューリングされるＰＤＳＣＨに対するＨ
ＡＲＱ－ＡＣＫ報告を、そのＰＤＳＣＨに対するデコードの結果に基づいて行う。例えば
、そのＰＤＳＣＨに対するデコードの結果がＡＣＫである場合、端末装置は、その端末装
置にスケジューリングされるＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告を報告する。その
ＰＤＳＣＨに対するデコードの結果がＮＡＣＫである場合、端末装置は、その端末装置に
スケジューリングされるＰＤＳＣＨに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ報告を報告しない。
【０２４２】
　上記の実施形態の詳細により、基地局装置１と端末装置２が通信する無線通信システム
において、伝送効率を向上させることができる。
【０２４３】
　＜応用例＞
　　［基地局に関する応用例］
　　　（第１の応用例）
　図１３は、本開示に係る技術が適用され得るｅＮＢの概略的な構成の第１の例を示すブ
ロック図である。ｅＮＢ８００は、１つ以上のアンテナ８１０、及び基地局装置８２０を
有する。各アンテナ８１０及び基地局装置８２０は、ＲＦケーブルを介して互いに接続さ
れ得る。
【０２４４】
　アンテナ８１０の各々は、単一の又は複数のアンテナ素子（例えば、ＭＩＭＯアンテナ
を構成する複数のアンテナ素子）を有し、基地局装置８２０による無線信号の送受信のた
めに使用される。ｅＮＢ８００は、図１３に示したように複数のアンテナ８１０を有し、
複数のアンテナ８１０は、例えばｅＮＢ８００が使用する複数の周波数帯域にそれぞれ対
応してもよい。なお、図１３にはｅＮＢ８００が複数のアンテナ８１０を有する例を示し
たが、ｅＮＢ８００は単一のアンテナ８１０を有してもよい。
【０２４５】
　基地局装置８２０は、コントローラ８２１、メモリ８２２、ネットワークインタフェー
ス８２３及び無線通信インタフェース８２５を備える。
【０２４６】
　コントローラ８２１は、例えばＣＰＵ又はＤＳＰであってよく、基地局装置８２０の上
位レイヤの様々な機能を動作させる。例えば、コントローラ８２１は、無線通信インタフ
ェース８２５により処理された信号内のデータからデータパケットを生成し、生成したパ
ケットをネットワークインタフェース８２３を介して転送する。コントローラ８２１は、
複数のベースバンドプロセッサからのデータをバンドリングすることによりバンドルドパ
ケットを生成し、生成したバンドルドパケットを転送してもよい。また、コントローラ８
２１は、無線リソース管理（Radio　Resource　Control）、無線ベアラ制御（Radio　Bea
rer　Control）、移動性管理（Mobility　Management）、流入制御（Admission　Control
）又はスケジューリング（Scheduling）などの制御を実行する論理的な機能を有してもよ
い。また、当該制御は、周辺のｅＮＢ又はコアネットワークノードと連携して実行されて
もよい。メモリ８２２は、ＲＡＭ及びＲＯＭを含み、コントローラ８２１により実行され
るプログラム、及び様々な制御データ（例えば、端末リスト、送信電力データ及びスケジ
ューリングデータなど）を記憶する。
【０２４７】
　ネットワークインタフェース８２３は、基地局装置８２０をコアネットワーク８２４に
接続するための通信インタフェースである。コントローラ８２１は、ネットワークインタ
フェース８２３を介して、コアネットワークノード又は他のｅＮＢと通信してもよい。そ
の場合に、ｅＮＢ８００と、コアネットワークノード又は他のｅＮＢとは、論理的なイン
タフェース（例えば、Ｓ１インタフェース又はＸ２インタフェース）により互いに接続さ
れてもよい。ネットワークインタフェース８２３は、有線通信インタフェースであっても
よく、又は無線バックホールのための無線通信インタフェースであってもよい。ネットワ
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ークインタフェース８２３が無線通信インタフェースである場合、ネットワークインタフ
ェース８２３は、無線通信インタフェース８２５により使用される周波数帯域よりもより
高い周波数帯域を無線通信に使用してもよい。
【０２４８】
　無線通信インタフェース８２５は、ＬＴＥ（Long　Term　Evolution）又はＬＴＥ－Ａ
ｄｖａｎｃｅｄなどのいずれかのセルラー通信方式をサポートし、アンテナ８１０を介し
て、ｅＮＢ８００のセル内に位置する端末に無線接続を提供する。無線通信インタフェー
ス８２５は、典型的には、ベースバンド（ＢＢ）プロセッサ８２６及びＲＦ回路８２７な
どを含み得る。ＢＢプロセッサ８２６は、例えば、符号化／復号、変調／復調及び多重化
／逆多重化などを行なってよく、各レイヤ（例えば、Ｌ１、ＭＡＣ（Medium　Access　Co
ntrol）、ＲＬＣ（Radio　Link　Control）及びＰＤＣＰ（Packet　Data　Convergence　
Protocol））の様々な信号処理を実行する。ＢＢプロセッサ８２６は、コントローラ８２
１の代わりに、上述した論理的な機能の一部又は全部を有してもよい。ＢＢプロセッサ８
２６は、通信制御プログラムを記憶するメモリ、当該プログラムを実行するプロセッサ及
び関連する回路を含むモジュールであってもよく、ＢＢプロセッサ８２６の機能は、上記
プログラムのアップデートにより変更可能であってもよい。また、上記モジュールは、基
地局装置８２０のスロットに挿入されるカード若しくはブレードであってもよく、又は上
記カード若しくは上記ブレードに搭載されるチップであってもよい。一方、ＲＦ回路８２
７は、ミキサ、フィルタ及びアンプなどを含んでもよく、アンテナ８１０を介して無線信
号を送受信する。
【０２４９】
　無線通信インタフェース８２５は、図１３に示したように複数のＢＢプロセッサ８２６
を含み、複数のＢＢプロセッサ８２６は、例えばｅＮＢ８００が使用する複数の周波数帯
域にそれぞれ対応してもよい。また、無線通信インタフェース８２５は、図１３に示した
ように複数のＲＦ回路８２７を含み、複数のＲＦ回路８２７は、例えば複数のアンテナ素
子にそれぞれ対応してもよい。なお、図１３には無線通信インタフェース８２５が複数の
ＢＢプロセッサ８２６及び複数のＲＦ回路８２７を含む例を示したが、無線通信インタフ
ェース８２５は単一のＢＢプロセッサ８２６又は単一のＲＦ回路８２７を含んでもよい。
【０２５０】
　　　（第２の応用例）
　図１４は、本開示に係る技術が適用され得るｅＮＢの概略的な構成の第２の例を示すブ
ロック図である。ｅＮＢ８３０は、１つ以上のアンテナ８４０、基地局装置８５０、及び
ＲＲＨ８６０を有する。各アンテナ８４０及びＲＲＨ８６０は、ＲＦケーブルを介して互
いに接続され得る。また、基地局装置８５０及びＲＲＨ８６０は、光ファイバケーブルな
どの高速回線で互いに接続され得る。
【０２５１】
　アンテナ８４０の各々は、単一の又は複数のアンテナ素子（例えば、ＭＩＭＯアンテナ
を構成する複数のアンテナ素子）を有し、ＲＲＨ８６０による無線信号の送受信のために
使用される。ｅＮＢ８３０は、図１４に示したように複数のアンテナ８４０を有し、複数
のアンテナ８４０は、例えばｅＮＢ８３０が使用する複数の周波数帯域にそれぞれ対応し
てもよい。なお、図１４にはｅＮＢ８３０が複数のアンテナ８４０を有する例を示したが
、ｅＮＢ８３０は単一のアンテナ８４０を有してもよい。
【０２５２】
　基地局装置８５０は、コントローラ８５１、メモリ８５２、ネットワークインタフェー
ス８５３、無線通信インタフェース８５５及び接続インタフェース８５７を備える。コン
トローラ８５１、メモリ８５２及びネットワークインタフェース８５３は、図１３を参照
して説明したコントローラ８２１、メモリ８２２及びネットワークインタフェース８２３
と同様のものである。
【０２５３】
　無線通信インタフェース８５５は、ＬＴＥ又はＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄなどのいずれ
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かのセルラー通信方式をサポートし、ＲＲＨ８６０及びアンテナ８４０を介して、ＲＲＨ
８６０に対応するセクタ内に位置する端末に無線接続を提供する。無線通信インタフェー
ス８５５は、典型的には、ＢＢプロセッサ８５６などを含み得る。ＢＢプロセッサ８５６
は、接続インタフェース８５７を介してＲＲＨ８６０のＲＦ回路８６４と接続されること
を除き、図１３を参照して説明したＢＢプロセッサ８２６と同様のものである。無線通信
インタフェース８５５は、図１４に示したように複数のＢＢプロセッサ８５６を含み、複
数のＢＢプロセッサ８５６は、例えばｅＮＢ８３０が使用する複数の周波数帯域にそれぞ
れ対応してもよい。なお、図１４には無線通信インタフェース８５５が複数のＢＢプロセ
ッサ８５６を含む例を示したが、無線通信インタフェース８５５は単一のＢＢプロセッサ
８５６を含んでもよい。
【０２５４】
　接続インタフェース８５７は、基地局装置８５０（無線通信インタフェース８５５）を
ＲＲＨ８６０と接続するためのインタフェースである。接続インタフェース８５７は、基
地局装置８５０（無線通信インタフェース８５５）とＲＲＨ８６０とを接続する上記高速
回線での通信のための通信モジュールであってもよい。
【０２５５】
　また、ＲＲＨ８６０は、接続インタフェース８６１及び無線通信インタフェース８６３
を備える。
【０２５６】
　接続インタフェース８６１は、ＲＲＨ８６０（無線通信インタフェース８６３）を基地
局装置８５０と接続するためのインタフェースである。接続インタフェース８６１は、上
記高速回線での通信のための通信モジュールであってもよい。
【０２５７】
　無線通信インタフェース８６３は、アンテナ８４０を介して無線信号を送受信する。無
線通信インタフェース８６３は、典型的には、ＲＦ回路８６４などを含み得る。ＲＦ回路
８６４は、ミキサ、フィルタ及びアンプなどを含んでもよく、アンテナ８４０を介して無
線信号を送受信する。無線通信インタフェース８６３は、図１４に示したように複数のＲ
Ｆ回路８６４を含み、複数のＲＦ回路８６４は、例えば複数のアンテナ素子にそれぞれ対
応してもよい。なお、図１４には無線通信インタフェース８６３が複数のＲＦ回路８６４
を含む例を示したが、無線通信インタフェース８６３は単一のＲＦ回路８６４を含んでも
よい。
【０２５８】
　図１３及び図１４示したｅＮＢ８００、ｅＮＢ８３０、基地局装置８２０または基地局
装置８５０は、図３などを参照して説明した基地局装置１に対応し得る。
【０２５９】
　　［端末装置に関する応用例］
　　　（第１の応用例）
　図１５は、本開示に係る技術が適用され得る端末装置２としてのスマートフォン９００
の概略的な構成の一例を示すブロック図である。スマートフォン９００は、プロセッサ９
０１、メモリ９０２、ストレージ９０３、外部接続インタフェース９０４、カメラ９０６
、センサ９０７、マイクロフォン９０８、入力デバイス９０９、表示デバイス９１０、ス
ピーカ９１１、無線通信インタフェース９１２、１つ以上のアンテナスイッチ９１５、１
つ以上のアンテナ９１６、バス９１７、バッテリー９１８及び補助コントローラ９１９を
備える。
【０２６０】
　プロセッサ９０１は、例えばＣＰＵ又はＳｏＣ（System　on　Chip）であってよく、ス
マートフォン９００のアプリケーションレイヤ及びその他のレイヤの機能を制御する。メ
モリ９０２は、ＲＡＭ及びＲＯＭを含み、プロセッサ９０１により実行されるプログラム
及びデータを記憶する。ストレージ９０３は、半導体メモリ又はハードディスクなどの記
憶媒体を含み得る。外部接続インタフェース９０４は、メモリーカード又はＵＳＢ（Univ
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ersal　Serial　Bus）デバイスなどの外付けデバイスをスマートフォン９００へ接続する
ためのインタフェースである。
【０２６１】
　カメラ９０６は、例えば、ＣＣＤ（Charge　Coupled　Device）又はＣＭＯＳ（Complem
entary　Metal　Oxide　Semiconductor）などの撮像素子を有し、撮像画像を生成する。
センサ９０７は、例えば、測位センサ、ジャイロセンサ、地磁気センサ及び加速度センサ
などのセンサ群を含み得る。マイクロフォン９０８は、スマートフォン９００へ入力され
る音声を音声信号へ変換する。入力デバイス９０９は、例えば、表示デバイス９１０の画
面上へのタッチを検出するタッチセンサ、キーパッド、キーボード、ボタン又はスイッチ
などを含み、ユーザからの操作又は情報入力を受け付ける。表示デバイス９１０は、液晶
ディスプレイ（ＬＣＤ）又は有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイなどの画面を
有し、スマートフォン９００の出力画像を表示する。スピーカ９１１は、スマートフォン
９００から出力される音声信号を音声に変換する。
【０２６２】
　無線通信インタフェース９１２は、ＬＴＥ又はＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄなどのいずれ
かのセルラー通信方式をサポートし、無線通信を実行する。無線通信インタフェース９１
２は、典型的には、ＢＢプロセッサ９１３及びＲＦ回路９１４などを含み得る。ＢＢプロ
セッサ９１３は、例えば、符号化／復号、変調／復調及び多重化／逆多重化などを行なっ
てよく、無線通信のための様々な信号処理を実行する。一方、ＲＦ回路９１４は、ミキサ
、フィルタ及びアンプなどを含んでもよく、アンテナ９１６を介して無線信号を送受信す
る。無線通信インタフェース９１２は、ＢＢプロセッサ９１３及びＲＦ回路９１４を集積
したワンチップのモジュールであってもよい。無線通信インタフェース９１２は、図１５
に示したように複数のＢＢプロセッサ９１３及び複数のＲＦ回路９１４を含んでもよい。
なお、図１５には無線通信インタフェース９１２が複数のＢＢプロセッサ９１３及び複数
のＲＦ回路９１４を含む例を示したが、無線通信インタフェース９１２は単一のＢＢプロ
セッサ９１３又は単一のＲＦ回路９１４を含んでもよい。
【０２６３】
　さらに、無線通信インタフェース９１２は、セルラー通信方式に加えて、近距離無線通
信方式、近接無線通信方式又は無線ＬＡＮ（Local　Area　Network）方式などの他の種類
の無線通信方式をサポートしてもよく、その場合に、無線通信方式ごとのＢＢプロセッサ
９１３及びＲＦ回路９１４を含んでもよい。
【０２６４】
　アンテナスイッチ９１５の各々は、無線通信インタフェース９１２に含まれる複数の回
路（例えば、異なる無線通信方式のための回路）の間でアンテナ９１６の接続先を切り替
える。
【０２６５】
　アンテナ９１６の各々は、単一の又は複数のアンテナ素子（例えば、ＭＩＭＯアンテナ
を構成する複数のアンテナ素子）を有し、無線通信インタフェース９１２による無線信号
の送受信のために使用される。スマートフォン９００は、図１５に示したように複数のア
ンテナ９１６を有してもよい。なお、図１５にはスマートフォン９００が複数のアンテナ
９１６を有する例を示したが、スマートフォン９００は単一のアンテナ９１６を有しても
よい。
【０２６６】
　さらに、スマートフォン９００は、無線通信方式ごとにアンテナ９１６を備えてもよい
。その場合に、アンテナスイッチ９１５は、スマートフォン９００の構成から省略されて
もよい。
【０２６７】
　バス９１７は、プロセッサ９０１、メモリ９０２、ストレージ９０３、外部接続インタ
フェース９０４、カメラ９０６、センサ９０７、マイクロフォン９０８、入力デバイス９
０９、表示デバイス９１０、スピーカ９１１、無線通信インタフェース９１２及び補助コ
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ントローラ９１９を互いに接続する。バッテリー９１８は、図中に破線で部分的に示した
給電ラインを介して、図１５に示したスマートフォン９００の各ブロックへ電力を供給す
る。補助コントローラ９１９は、例えば、スリープモードにおいて、スマートフォン９０
０の必要最低限の機能を動作させる。
【０２６８】
　　　（第２の応用例）
　図１６は、本開示に係る技術が適用され得るカーナビゲーション装置９２０の概略的な
構成の一例を示すブロック図である。カーナビゲーション装置９２０は、プロセッサ９２
１、メモリ９２２、ＧＰＳ（Global　Positioning　System）モジュール９２４、センサ
９２５、データインタフェース９２６、コンテンツプレーヤ９２７、記憶媒体インタフェ
ース９２８、入力デバイス９２９、表示デバイス９３０、スピーカ９３１、無線通信イン
タフェース９３３、１つ以上のアンテナスイッチ９３６、１つ以上のアンテナ９３７及び
バッテリー９３８を備える。
【０２６９】
　プロセッサ９２１は、例えばＣＰＵ又はＳｏＣであってよく、カーナビゲーション装置
９２０のナビゲーション機能及びその他の機能を制御する。メモリ９２２は、ＲＡＭ及び
ＲＯＭを含み、プロセッサ９２１により実行されるプログラム及びデータを記憶する。
【０２７０】
　ＧＰＳモジュール９２４は、ＧＰＳ衛星から受信されるＧＰＳ信号を用いて、カーナビ
ゲーション装置９２０の位置（例えば、緯度、経度及び高度）を測定する。センサ９２５
は、例えば、ジャイロセンサ、地磁気センサ及び気圧センサなどのセンサ群を含み得る。
データインタフェース９２６は、例えば、図示しない端子を介して車載ネットワーク９４
１に接続され、車速データなどの車両側で生成されるデータを取得する。
【０２７１】
　コンテンツプレーヤ９２７は、記憶媒体インタフェース９２８に挿入される記憶媒体（
例えば、ＣＤ又はＤＶＤ）に記憶されているコンテンツを再生する。入力デバイス９２９
は、例えば、表示デバイス９３０の画面上へのタッチを検出するタッチセンサ、ボタン又
はスイッチなどを含み、ユーザからの操作又は情報入力を受け付ける。表示デバイス９３
０は、ＬＣＤ又はＯＬＥＤディスプレイなどの画面を有し、ナビゲーション機能又は再生
されるコンテンツの画像を表示する。スピーカ９３１は、ナビゲーション機能又は再生さ
れるコンテンツの音声を出力する。
【０２７２】
　無線通信インタフェース９３３は、ＬＴＥ又はＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄなどのいずれ
かのセルラー通信方式をサポートし、無線通信を実行する。無線通信インタフェース９３
３は、典型的には、ＢＢプロセッサ９３４及びＲＦ回路９３５などを含み得る。ＢＢプロ
セッサ９３４は、例えば、符号化／復号、変調／復調及び多重化／逆多重化などを行なっ
てよく、無線通信のための様々な信号処理を実行する。一方、ＲＦ回路９３５は、ミキサ
、フィルタ及びアンプなどを含んでもよく、アンテナ９３７を介して無線信号を送受信す
る。無線通信インタフェース９３３は、ＢＢプロセッサ９３４及びＲＦ回路９３５を集積
したワンチップのモジュールであってもよい。無線通信インタフェース９３３は、図１６
に示したように複数のＢＢプロセッサ９３４及び複数のＲＦ回路９３５を含んでもよい。
なお、図１６には無線通信インタフェース９３３が複数のＢＢプロセッサ９３４及び複数
のＲＦ回路９３５を含む例を示したが、無線通信インタフェース９３３は単一のＢＢプロ
セッサ９３４又は単一のＲＦ回路９３５を含んでもよい。
【０２７３】
　さらに、無線通信インタフェース９３３は、セルラー通信方式に加えて、近距離無線通
信方式、近接無線通信方式又は無線ＬＡＮ方式などの他の種類の無線通信方式をサポート
してもよく、その場合に、無線通信方式ごとのＢＢプロセッサ９３４及びＲＦ回路９３５
を含んでもよい。
【０２７４】
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　アンテナスイッチ９３６の各々は、無線通信インタフェース９３３に含まれる複数の回
路（例えば、異なる無線通信方式のための回路）の間でアンテナ９３７の接続先を切り替
える。
【０２７５】
　アンテナ９３７の各々は、単一の又は複数のアンテナ素子（例えば、ＭＩＭＯアンテナ
を構成する複数のアンテナ素子）を有し、無線通信インタフェース９３３による無線信号
の送受信のために使用される。カーナビゲーション装置９２０は、図１６に示したように
複数のアンテナ９３７を有してもよい。なお、図１６にはカーナビゲーション装置９２０
が複数のアンテナ９３７を有する例を示したが、カーナビゲーション装置９２０は単一の
アンテナ９３７を有してもよい。
【０２７６】
　さらに、カーナビゲーション装置９２０は、無線通信方式ごとにアンテナ９３７を備え
てもよい。その場合に、アンテナスイッチ９３６は、カーナビゲーション装置９２０の構
成から省略されてもよい。
【０２７７】
　バッテリー９３８は、図中に破線で部分的に示した給電ラインを介して、図１６に示し
たカーナビゲーション装置９２０の各ブロックへ電力を供給する。また、バッテリー９３
８は、車両側から給電される電力を蓄積する。
【０２７８】
　また、本開示に係る技術は、上述したカーナビゲーション装置９２０の１つ以上のブロ
ックと、車載ネットワーク９４１と、車両側モジュール９４２とを含む車載システム（又
は車両）９４０として実現されてもよい。車両側モジュール９４２は、車速、エンジン回
転数又は故障情報などの車両側データを生成し、生成したデータを車載ネットワーク９４
１へ出力する。
【０２７９】
　なお、本明細書に記載された効果は、あくまで説明的または例示的なものであって限定
的ではない。つまり、本開示に係る技術は、上記の効果とともに、または上記の効果に代
えて、本明細書の記載から当業者には明らかな他の効果を奏しうる。
【０２８０】
　また、以下のような構成も本開示の技術的範囲に属する。
（１）
　基地局装置と通信する端末装置であって、
　前記基地局装置からの上位層のシグナリングによりＳＰＤＳＣＨ設定を設定する上位層
処理部と、
　前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定される１つ以上のＳＰＤＳＣＨ候補の全てに対し
て受信処理を行い、ＳＰＤＳＣＨを受信する受信部と、
　前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定されるリソースを用いて、前記ＳＰＤＳＣＨに対
する応答情報を報告する送信部と、を備え、
　前記ＳＰＤＳＣＨが正しく受信される場合、前記応答情報は報告され、前記ＳＰＤＳＣ
Ｈが正しく受信されない場合、前記応答情報は報告されないことを特徴とする端末装置。
（２）
　前記受信部は、前記ＳＰＤＳＣＨ設定が設定されない場合、ＰＤＳＣＨを受信し、
　前記ＳＰＤＳＣＨのマッピングに用いられるリソースのシンボル数は、前記ＰＤＳＣＨ
のマッピングに用いられるリソースのシンボル数よりも少ないことを特徴とする前記（１
）に記載の端末装置。
（３）
　前記ＰＤＳＣＨのマッピングに用いられるリソースのシンボル数は予め規定され、前記
ＳＰＤＳＣＨのマッピングに用いられるリソースのシンボル数は前記ＳＰＤＳＣＨ設定に
基づいて設定されることを特徴とする前記（２）に記載の端末装置。
（４）
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　前記受信部は、前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定されるＳＰＤＳＣＨのスケジュー
リングを有効にするための制御情報を含むＰＤＣＣＨを受信し、
　前記受信部は、前記制御情報が検出される場合、前記受信処理を開始することを特徴と
する前記（１）～（３）のいずれか一項に記載の端末装置。
（５）
　前記受信部は、前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定されるＳＰＤＳＣＨのスケジュー
リングをリリースするための制御情報を含むＰＤＣＣＨを受信し、
　前記受信部は、前記制御情報が検出される場合、前記受信処理を停止することを特徴と
する前記（１）～（４）のいずれか一項に記載の端末装置。
（６）
　端末装置と通信する基地局装置であって、
　前記端末装置に対して、上位層のシグナリングによりＳＰＤＳＣＨ設定を設定する上位
層処理部と、
　前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定される１つ以上のＳＰＤＳＣＨ候補のいずれかに
マッピングされるＳＰＤＳＣＨを送信する送信部と、
　前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定されるリソースを用いて送信される、前記ＳＰＤ
ＳＣＨに対する応答情報の報告を受信する受信部と、を備え、
　前記ＳＰＤＳＣＨが正しく受信される場合、前記応答情報は報告され、前記ＳＰＤＳＣ
Ｈが正しく受信されない場合、前記応答情報は報告されないことを特徴とする基地局装置
。
（７）
　前記送信部は、前記ＳＰＤＳＣＨ設定が設定されない場合、ＰＤＳＣＨを送信し、
　前記ＳＰＤＳＣＨのマッピングに用いられるリソースのシンボル数は、前記ＰＤＳＣＨ
のマッピングに用いられるリソースのシンボル数よりも少ないことを特徴とする前記（６
）に記載の基地局装置。
（８）
　前記ＰＤＳＣＨのマッピングに用いられるリソースのシンボル数は予め規定され、前記
ＳＰＤＳＣＨのマッピングに用いられるリソースのシンボル数は前記ＳＰＤＳＣＨ設定に
基づいて設定されることを特徴とする前記（７）に記載の基地局装置。
（９）
　前記送信部は、前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定されるＳＰＤＳＣＨのスケジュー
リングを有効にするための制御情報を含むＰＤＣＣＨを送信し、
　前記送信部は、前記制御情報が送信される場合、前記端末装置が受信処理を開始すると
想定することを特徴とする前記（６）～（８）のいずれか一項に記載の基地局装置。
（１０）
　前記送信部は、前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定されるＳＰＤＳＣＨのスケジュー
リングをリリースするための制御情報を含むＰＤＣＣＨを受信し、
　前記送信部は、前記制御情報が送信される場合、前記端末装置が受信処理を停止すると
想定することを特徴とする前記（６）～（９）のいずれか一項に記載の基地局装置。
（１１）
　基地局装置と通信する端末装置で用いられる通信方法であって、
　前記基地局装置からの上位層のシグナリングによりＳＰＤＳＣＨ設定を設定するステッ
プと、
　前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定される１つ以上のＳＰＤＳＣＨ候補の全てに対し
て受信処理を行い、ＳＰＤＳＣＨを受信するステップと、
　前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定されるリソースを用いて、前記ＳＰＤＳＣＨに対
する応答情報を報告するステップと、を有し、
　前記ＳＰＤＳＣＨが正しく受信される場合、前記応答情報は報告され、前記ＳＰＤＳＣ
Ｈが正しく受信されない場合、前記応答情報は報告されないことを特徴とする通信方法。
（１２）
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　端末装置と通信する基地局装置で用いられる通信方法であって、
　前記端末装置に対して、上位層のシグナリングによりＳＰＤＳＣＨ設定を設定するステ
ップと、
　前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定される１つ以上のＳＰＤＳＣＨ候補のいずれかに
マッピングされるＳＰＤＳＣＨを送信するステップと、
　前記ＳＰＤＳＣＨ設定に基づいて設定されるリソースを用いて送信される、前記ＳＰＤ
ＳＣＨに対する応答情報の報告を受信するステップと、を有し、
　前記ＳＰＤＳＣＨが正しく受信される場合、前記応答情報は報告され、前記ＳＰＤＳＣ
Ｈが正しく受信されない場合、前記応答情報は報告されないことを特徴とする通信方法。
【符号の説明】
【０２８１】
１　基地局装置
２　端末装置
１０１、２０１　上位層処理部
１０３、２０３　制御部
１０５、２０５　受信部
１０７、２０７　送信部
１０９、２０９　送受信アンテナ
１０５１、２０５１　復号化部
１０５３、２０５３　復調部
１０５５、２０５５　多重分離部
１０５７、２０５７　無線受信部
１０５９、２０５９　チャネル測定部
１０７１、２０７１　符号化部
１０７３、２０７３　変調部
１０７５、２０７５　多重部
１０７７、２０７７　無線送信部
１０７９　下りリンク参照信号生成部
２０７９　上りリンク参照信号生成部
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